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平
成
二
○
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
｣
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政

府
･
与
党
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
方
針
の
実
現
に
向
け
て
、
今
年
は
正
念
場
と
な
る
一
年
で
す
。

中
期
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
特
定
財
源
見
直
し
の
方
向
性
を
と
り
ま
と
め
た

｢道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
(平
成
一
人
年
三

月
八
日
閣
議
決
定
)
に
基
づ
き
、
昨
年
四
月
よ
り
国

土
交
通
省
に
お
い
て
鋭
意
検
討
を
行
い
、
昨
年
一
一
月
に
素
案
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
は
、

今
後
一
0
年
間
に
道
路
行
政
と
し
て
取
り
組
む
施
策
と
そ
の
達
成
に
必
要
な
事
業
量
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
三

万
件
に
も
の
ぼ
る
国
民
各
層
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。国

土
交
通
省
に
よ
る
素
案
の
公
表
後
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
の
方
針
に
つ
い
て
、
政
府
都
内
を
は
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じ
め
各
方
面
で
精
力
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
昨
年
=
一月
七
日
に
、
政
府
“
与
党
合
意

｢道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
に
つ
い
て
｣
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
平
成
二
○
年
度
以
降

一
〇
年
間
、
斬
足
疋
税
率
を
維
持
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

①

今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
中
期
計
画
を
策
定
し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

こ
シ
ー、

②

地
域
の
道
路
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
制
度
改
善
や
無
利
子
貸

付
制
度
の
創
設
を
行
う
こ
と
、

③

国
の
道
路
特
定
財
源
を
活
用
し
、
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
な
ど
既
存
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
有
効
活
用
･
機
能
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
中
期
計
画

(素
案
)
に
掲
げ
た
整
備
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
政
府
･
与
党
合
意
に
従
い
、
関
連
法

案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
、
そ
の
成
立
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
般
の
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
道
路
整
備
の
必
要
性
や
道
路
行
政
の
進
め
方
に
対
す
る

様
々
な
三ゞ
思
見
等
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
は
、
地
域
の
目
立
と
競
争
力
の
強
化
、
安
全
で
快
適
な
暮
ら

し
の
確
保
や
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
保
持
し
つ
つ
、
子

孫
に
確
実
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
国
民
の
資
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
性
を
踏
ま

え
つ
つ
、
地
域
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
た
め
、
今
後
と
も
真
に
必
要
な
道
路
の
計
画
的
な
整
備
や
機
能
の
保

全
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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道
路
局
中
期
計
画
作
成
担
当

道
路
整
備
｣
や

｢交
通
事
故
対
策
｣
を
求
め
る
意
見
を
全

国
的
に
数
多
く
頂
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
や
道
路
整
備
状
況
に
応
じ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
求
め

る
施
策
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
素
案
を
作
成
す
る
上
で
、
重
要
な
視
点
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
効
率
化
を
進
め
る
べ
き
事
項
と
し
て
は
、

｢現
在
あ
る
道
路
の
有
効
活
用
｣
、
｢国
民
の
意
見
等
の
反

映
｣、
｢
コ
ス
ト
縮
減
｣
と
い
う
回
答
が
上
位
を
占
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
無
駄
と
感
じ
る
こ
と
と
し
て
は
、
｢路
上

工
事
｣
を
挙
げ
る
回
答
が
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
頂
い
た
意
見
等
を
も
と
に
、
昨
年
八

月
二
四
日
に
中
期
計
画
の
骨
子
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
民
各
層
か
ら
幅
広
い
意

見
を
繰
り
返
し
伺
い
な
が
ら
作
成
し
て
い
く
と
い
う
方
針

一

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
三

月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
｢道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
に
お
い
て
、

｢今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
し
た
中
期
的
な

計
画
を
作
成
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年

一
一
月
一
三
日
に

｢道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)｣
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
三
一月
七
日
に

｢道
路
特
定
財
源
の
見

直
し
に
つ
い
て
｣
(政
府

･
与
党
合
意
)
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
中
期
計
画
の
骨
格
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
素
案
の
作
成
経
緯
と
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

二

｢道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)』
の

作
成
に
至
る
取
組
み
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
中
期
計
画
の
作
成
に
向
け

た
検
討
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
昨
年
四
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
第
一
回
問
い
か
け
を
実
施
し
ま
し
た

(四
月
二
日
~

七
月
三
一
日
)。

そ
の
結
果
、
国
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、

一
0
『
三
一
四
件
の
意
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
全

て
の
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村
長

(
一
、八
七
四
人
)
及

び
全
国
の
有
識
者

(二
、九
二
八
人
)
か
ら
意
見
を
頂
き

ま
し
た
。

頂
い
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
、
｢渋
滞
対
策
｣
、
｢生
活
幹
線



か
ら
、
第
二
段
階
の
取
組
み
と
し
て
、
骨
子
案
に
つ
い
て
、

国
の
通
学
路

(約
一
九
万
師
)
の
全
て
に
対
策
を

改
め
て
約
一
ヵ
月
間
、
国
民
各
層
に
幅
広
く
問
い
か
け
を

実
施
し
ま
し
た

(八
月
二
四
日
~
九
月
二
五
日
)。

骨
子
案
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
五
、
0
一

五
件
の
意
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
一
、
一
八
〇
人
の
都
道

府
県
知
事

･
市
町
村
長
及
び
九
五
0
人
の
有
識
者
か
ら
改

め
て
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
回
に
わ
た
る
問
い
か
け
の
結
果
等
を
踏
ま

え
、
昨
年
三

月
一
三
日
に
｢道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)｣

を
作
成
し
ま
し
た

(5
頁
~
崎
頁

【道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)】
参
韶
宅

三

『道
路
の
中
期
計
画
(素
案
)』
に
つ
い
て

｢道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)｣
は
、
前
述
の
と
お
り
、

二
回
に
わ
た
り
国
民
各
層
へ
幅
広
く
問
い
か
け
を
実
施

し
、
延
べ
三

万
件
を
超
え
る
意
見
を
頂
き
、
こ
れ
ら
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
取
り
ま
と
め
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
つ
つ
、
施
策
の
対
象

全
体
か
ら
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

な
箇
所
を
選
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
箇
所
を
重
点
化
し
て
対

策
を
講
じ
る
と
い
う
よ
う
に
、
政
策
課
題
毎
に
重
点
化
す

る
過
程
を
重
点
方
針
と
し
て
今
回
初
め
て
明
確
に
し
ま
し

た
。例

え
ば
、
｢通
学
路
の
歩
道
整
備
｣
に
つ
い
て
は
、

①
全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)
の
う
ち
、
全

講
じ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

②
こ
の
う
ち
、
重
点
化
す
る
対
象
と
し
て
、
特
に

多
く

(四
〇
人
以
上
)
の
児
童
が
利
用
す
る
な
ど
、

事
故
の
危
険
性
が
高
い
通
学
路

(約
三

万
皿
)

で
歩
道
等
が
な
い
箇
所

(約
四
四
、
0
0
0
如
)

を
対
象
と
し
て
対
策
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
そ
の
際
、
全
て
の
箇
所
で
歩
道
等
を
整
備
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
ー
舗
装
な

ど
簡
易
な
方
法
も
活
用
し
て
対
策
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

重
点
化
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

①

渋
滞
対
策
、
交
通
事
故
対
策
な
ど
自
動
車
交
通

に
よ
っ
て
生
じ
る
課
題
を
解
決
す
る
施
策
に
つ
い

て
は
、客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
効
果
を
重
視
し
、

効
果
の
高
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
優
先
的
に
対
策
を

実
施

②
防
災

.
防
雪
対
策
な
ど
安
全

･
安
心
な
国
民
生

活
を
維
持
す
る
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
対
象
と
す
る
課
題
や
道
路
な
ど
の

条
件
を
明
確
に
し
、
条
件
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
に

対
し
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
九
年

度
ま
で
の
一
〇
年
間
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
期
計
画

は
今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
い
成
果
を
提
示

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
事
業
は
一
○

年
程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最

終
的
な
姿
を
現
す
も
の
が
多
い
の
が
実
状
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
な
お
、
今
後
の
社
会
経
済
の

動
向
や
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
に
お
い
て
取
り
組
む
政
策
課
題
の
柱
と
し

て
、
①
国
際
競
争
力
の
確
保
、
②
地
域
の
自
立
と
活
力
の

強
化
、
③
安
全
･
安
心
の
確
保
、
④
環
境
の
保
全
と
豊
か

な
生
活
環
境
の
創
造
の
四
つ
の
柱
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

柱
に

｢生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
や

｢渋

滞
対
策
｣
な
ど
一
六
の
施
策
を
位
置
付
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
横
断
的
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て
、
⑤
国
際
競
争
力

の
確
保
、
地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化
、
環
境
の
保
全
等

に
資
す
る
既
存
高
速
道
路
の
有
効
活
用
を
挙
げ
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
例
え
ば

｢生
活
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
に
つ
い
て
は
、

①
全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)
の
う
ち
、
市

町
村
の
中
心
部
と
基
本
的
な
生
活
エ
リ
ア
や
病
院

等
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
等
を
相
互
に
連
絡

す
る
道
路
を
生
活
幹
線
道
路

(約
一
七
万
如
)
と

　　
　

2

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
、
｢
地
方
部
に
お
い
て
、

市
町
村
の
中
心
部
か
ら
複
数
の
高
次
･
救
急
医
療

施
設
へ
の
六
〇
分
で
の
移
動
を
概
ね
達
成
｣
な
ど



の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
移
動
支
障
区
間

現
計
画
で
□
~n
m
に
の
区
間

(点
検
対
象
延
長
の

(約
五
、
0
0
0
区
間

"
約
一
三
、
0
0
0
踊
)
に

絞
っ
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
｢無
駄
な
道
路
整
備
が
多
い
｣
と
い
っ
た

批
判
を
踏
ま
え
、
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

視
点
と
し
て
、
①
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
の

実
施
、
②
厳
格
な
事
業
評
価
の
実
施
と
コ
ス
ト
縮
減
の
推

進
、
③
既
存
道
路
の
効
率
的
、
効
果
的
な
利
用
、
④
透
明

性

.
公
正
性
の
確
保
、
⑤
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
挙
げ

ま
し
た
。

な
お
、
第
一
回
問
い
か
け
に
お
い
て
、
既
に
高
規
格
幹

線
道
路
が
完
成
し
た
地
域
と
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
地
域
と

で
は
、
そ
の
整
備
に
対
す
る
意
識
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
素
案
の
参
考
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路

の
う
ち
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
時
に
評
価
を
行
っ

た
区
間
以
外
の
未
供
用
区
間
の
約
二
、九
〇
〇
燈
に
つ
い

て
、
民
営
化
時
と
同
様
の
評
価
手
法
を
用
い
て
、
客
観
的

に
そ
の
整
備
効
果
等
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

(胚
頁
~
"
頁

【高
規
格
幹
線
道
路
の
点
検
結
果
の
概
要

(抄
二
参
照
)。

点
検
は
、
①
事
業
と
し
て
の
必
要
性
の
検
証
、
②
整
備

の
進
め
方
の
評
価
の
手
順
で
行
い
、
□
さ
と
外
部
効
果
指

標

(
一
六
指
標
)
に
よ
り
、
点
検
対
象
区
間
を
以
下
の
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
し
ま
し
た
。

｢グ
ル
ー
プ
1
｣

…

七
0
%
)

｢グ
ル
ー
プ
2
｣

"

完
成
二
車
線
計
画
で
切
ら
醇
に

(グ
ル
ー
プ
1
を

除
く
)
の
区
間

(点
検
対
象
延
長
の
一
四
%
)

｢グ
ル
ー
プ
3
｣
"

完
成
二
車
線
計
画
で
-N
Y
□
＼n
v
]●
か
つ
外
部

効
果
が
相
対
的
に
高
い
区
間

(点
検
対
象
延
長
の

ニ
ハ
%
)

今
後
は
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
確
保
す
る
た

め
の
以
下
の
方
策
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、具
体
的
な
計
画
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

｢グ
ル
ー
プ
1
｣
…

現
計
画
に
基
づ
き
、
暫
定
二
車
線
で
の
整
備
も
採

用
し
つ
つ
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確

保
す
る

｢グ
ル
ー
プ
2
｣
"

四
車
線
か
ら
完
成
二
車
線
相
当
の
構
造
に
見
直

し
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確
保
す
る

｢グ
ル
ー
プ
3
｣

"

四
車
線
か
ら
完
成
二
車
線
相
当
の
構
造
に
見
直
し

つ
つ
、
こ
れ
に
加
え
、
円
滑
な
走
行
が
可
能
な
現

道
の
一
部
を
当
面
、
活
用
す
る
な
ど
構
造

･
規
格

の
見
直
し
を
行
い
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
を
確
保
す
る

四

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

素
案
の
取
り
ま
と
め
後
、
昨
年
一
二
月
七
日
に
政
府
･

与
党
で
合
意
し
た
｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
｣

で
は
、
今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
や
、
そ
の
事
業
量
は
、
五
九
兆
円
を
上
回
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
、
五
年
後
を
目
処
に
必
要
に
応
じ
て
所
要
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
な
ど
の
中
期
計
画
の
骨
格
が
示
さ
れ

ま
し
た

(
"
頁

【道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て

(抄
二
参
照
)。

こ
の
政
府
･
与
党
合
意
を
踏
ま
え
、
今
後
、
道
路
の
中

期
計
画
を
策
定
し
、
厳
格
な
事
業
評
価
や
徹
底
し
た
コ
ス

ト
縮
減
に
よ
り
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
、
真
に
必
要
な

道
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

※

道
路
の
中
期
計
画
に
関
す
る
情
報
は
、
国
土
交

通
省
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ゴ目
"
"
"
"
員
--[

鵤
o
｣
□
＼｢
o
“
Q
＼尋
＼雪
ね
o
□
Ho
★
◎
片
舜

ミ
控
-o
o
□
H
O
-

言
宍
呉
□畳
目
こ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

《道
路
の
中
期
計
画

(素
案
)》

1

策
定
の
趣
旨

昨
今
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
な
ど
、
我
が
国
内
外
の
経
済
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
が
低
迷
し
、
地
方



が
活
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
中
、
我
が
国
の
競
争
力
、
成
長

力
の
確
保
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
必
要
な
道
路
整
備
を

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
競
争
力
、
成
長
力
の
確
保
や
地

域
の
活
性
化
の
た
め
の
道
路
整
備
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
大
幅
な
更
新
投
資
が
間
近
に
予
想
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
。

以
上
の
視
点
に
立
ち
、
人
口
減
少
や
道
路
ス
ト
ッ
ク
の

更
新
投
資
が
本
格
化
す
る
ま
で
の
今
後
一
〇
年
間
を
対
象

と
し
て
、
将
来
の
我
が
国
経
済
社
会
が
、
競
争
力
、
成
長

力
が
確
保
さ
れ
、
ま
た
、
安
全

･
安
心
で
活
力
あ
る
地
域

社
会
が
維
持
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
今
後
の
具
体
的

な
道
路
整
備
の
姿
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
中
期
的
な
計

画

(以
下
、
｢中
期
計
画
｣
と
い
う
。)
を
作
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
、
特
に
優
先

度
の
高
い
政
策
、
効
率
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
事
項
等

に
つ
い
て
、
国
民
、
有
識
者
、
都
道
府
県
知
事

･
市
町
村

長
の
意
見
を
幅
広
く
聴
き
、
八
月
に
中
期
計
画
の
骨
子
案

を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
骨
子
案
に
つ
い
て
改
め
て

意
見
を
聴
き
、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
今
般
、
中
期
計

画
の
素
案
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。本
案
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
意
見
を
求
め
、
年
内
の
中
期
計
画
の
作
成
に
向
け

て
検
討
を
進
め
る
。

2

計
画
の
基
本
的
な
事
項

1

計
画
の
対
象

計
画
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
国
が
負
担
又
は
補
助
す

る
事
業
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
目
標
の
達
成
の
た
め

に
講
じ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
単
独
で

行
う
事
業
も
含
ま
れ
得
る
も
の
と
す
る
。

2

計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
い

成
果
を
提
示
す
る
と
の
観
点
や
道
路
事
業
の
実
施
に
要
す

る
期
間
を
考
慮
し
、
平
成
二
〇
年
度
を
初
年
度
と
し
一
〇

年
間
と
す
る
。

な
お
、
今
後
の
社
会
経
済
の
動
向
や
財
政
事
情
等
を
勘

案
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
計
画
を
見
直
す
。

3

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
視
点

印
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
の
実
施

国
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い

つ
つ
、
政
策
課
題
毎
に
、
施
策
の
対
象
全
体
か
ら
中
期
的

に
対
策
を
講
じ
る
箇
所
に
重
点
化
す
る
過
程
を
明
確
に
し

た
重
点
方
針
に
基
づ
き
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な

事
業
を
実
施
す
る
。

重
点
方
針
の
基
本
的
考
え
方
は
、

･
渋
滞
対
策
や
交
通
事
故
対
策
な
ど
自
動
車
交
通
に

よ
っ
て
生
じ
る
課
題
を
解
決
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
効
果
を
重
視
し
、

効
果
の
高
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
優
先
的
に
対
策
を

実
施

･
防
災

･
減
災
対
策
や
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
な
ど
安
全

･
安
心
な
国
民
生
活
を
維
持

す
る
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
対
象
と
す
る
課
題
や
道
路
な
ど
の
条
件
を
明

確
に
し
、
条
件
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
集

中
的
に
対
策
を
実
施

と
す
る
。

②
厳
格
な
事
業
評
価
の
実
施
と
コ
ス
ト
縮
減
の
推
進

①

新
規
採
択
時
か
ら
事
業
完
了
後
ま
で
の
事
業
評

価
の
厳
格
な
運
用
を
実
施
し
、
事
業
の
効
率
性
と

実
施
過
程
に
お
け
る
透
明
性
の
向
上
を
図
る
。

②

こ
れ
ま
で
の
コ
ス
ト
縮
減
に
対
す
る
取
組
み
を

踏
ま
え
、
品
質
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
設
計

･
計

画
段
階
か
ら
維
持

･
管
理
･
更
新
に
至
る
す
べ
て

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減

の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

③

調
査

･
設
計
、
用
地
取
得
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
、

工
事
等
の
各
段
階
に
お
い
て
徹
底
し
た
工
程
管
理

を
実
施
し
、
円
滑
な
事
業
の
執
行
を
図
る
と
と
も

に
、
供
用
目
標
や
進
捗
状
況
の
積
極
的
な
公
表
を

行
う
。

④

民
間
企
業
等
に
よ
る
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
縮
減

等
に
関
す
る
技
術
開
発
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。



③
既
存
道
路
の
効
率
的
、
効
果
的
な
利
用

へ既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活
用
･
機
能
強
化
〉

①

都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消
、
地
域
活
性
化

の
支
援
及
び
物
流
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
料

金
施
策
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

等
を
促
進
す
る
。

へ
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
取
組
み
〉

②

渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
や

自
転
車
の
利
用
促
進
等
T
D
M
施
策
の
推
進
や
、

改
良
再
生
の
視
点
を
踏
ま
え
た
交
差
点
改
良
等
の

実
施
、
信
号
制
御
の
高
度
化
、
違
法
駐
車
取
り
締

ま
り
の
強
化
等
公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
施
策
と

連
携
し
た
取
組
み
を
実
施
す
る
。

へ
路
上
工
事
縮
減
〉

③

路
上
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
毎
に
作
成
す
る

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
共
同
施
工
等
に
よ
る
工
事

量
の
縮
減
、
年
度
末
工
事
の
抑
制
の
徹
底
な
ど
、

抜
本
的
な
路
上
工
事
対
策
を
実
施
す
る
。

へ
情
報
提
供
等
に
よ
る
効
率
的
･
効
果
的
な
利
用
〉

④

安
全
運
転
支
援
や
道
路
交
通
情
報
提
供
の
高
度

化
等
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
そ
れ
に
対
応

し
た
車
載
器
の
普
及
促
進
に
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
を
図
る
な
ど
I
T
S
を
推
進
す
る
。

⑤

災
害
発
生
時
の
二
次
災
害
の
防
止
や
不
安
解
消

の
た
め
、
通
行
可
能
な
ル
ー
ト
の
情
報
や
解
除
の

見
通
し
も
含
め
た
通
行
規
制
情
報
等
を
利
用
者
に

速
や
か
に
提
供
す
る
取
組
み
を
実
施
す
る
。

②

地
域
住
民
等
と
連
携

･
協
働
し
、
地
域
の
ニ
ー

⑥

観
光
客
等
に
対
し
て
目
的
地
へ
の
分
か
り
や
す

ズ
に
即
し
た
道
路
行
政
を
推
進
す
る
。

い
道
案
内
手
法
の
導
入
や
各
種
情
報
提
供
手
段
の

連
携
等
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
。

へ
計
画
的
な
道
路
管
理
〉

⑦

橋
梁
等
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
点
検
に
基
づ
き
損
傷
が
軽
微
な
段
階
か
ら
対

策
を
行
う
予
防
保
全
を
実
施
す
る
。
併
せ
て
、
こ

れ
を
支
援
す
る
産

･
官
･
学
に
よ
る
技
術
開
発
を

推
進
す
る
。

@
透
明
性
･
公
正
性
の
確
保

①

事
業
の
各
段
階
に
お
い
て
積
極
的
な
情
報
公
開

に
努
め
る
こ
と
等
に
よ
り
透
明
性
を
確
保
す
る
。

②

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、
意
見
が
反
映
さ
れ
る
取
組

み
を
推
進
す
る
。

③

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
及
び
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
厳
格
な
運
用
を
図
る
と
と
も

に
、
価
格
と
品
質
に
よ
る
総
合
的
な
競
争
が
実
現

さ
れ
る
入
札
契
約
方
式
の
導
入
に
努
め
る
。

⑤
多
様
な
主
体
と
の
連
携

①

地
方
公
共
団
体
等
と
の
適
切
な
役
割
の
分
担
の

下
に
、
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
と
の

連
携
に
よ
る
効
果
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

ズ
に
即
し
た
道
路
行
政
を
推
進
す
る
。

③

多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
下
、
観
光
の
振
興

や
地
域
の
活
性
化
、
道
路
景
観
に
資
す
る
日
本
風

景
街
道
等
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

3

計
画
に
お
い
て
取
り
組
む

主
な
政
策
課
題
と
整
備
目
標
･重
点
方
針

以
下
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
重
点
的
･
効
率
的
に
事
業

を
推
進
す
る
。

1

国
際
競
争
力
の
確
保

【基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
】

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
急

速
な
経
済
成
長
の
中
、
我
が
国
も
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も

に
成
長
す
る
経
済
を
目
指
し
、
国
際
競
争
力
を
一
層
強
化

す
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
意
識
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高

規
格
道
路
等
に
つ
い
て
、
早
期
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

機
能
さ
せ
る
た
め
徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、
必
要

に
応
じ
現
道
も
活
用
し
つ
つ
、
効
率
的
な
道
路
整
備
を
推

進
す
る
。
併
せ
て
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
か
ら
高
速
道
路

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
を
欧
米
並
み
と
す
る
た
め
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ



ー
ク
に
つ
い
て
も
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通
行
に
必

要
な
耐
荷
力
や
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
橋
梁
補
強
や
現

道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。

○
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

(目
標
)

･
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
中
心

都
市
を
連
絡
す
る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

機
能
を
概
ね
確
保

･
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
か
ら
高
速
道
路
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
率
を
欧
米
並
み
の
約
九
割
に
改
善

･
既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通
行

が
支
障
と
な
る
区
間
を
概
ね
解
消

(重
点
方
針
)

.
高
規
格
幹
線
道
路

(全
体
構
想
…
約

一
四
、
0
0

0
如
)
を
は
じ
め
と
し
た
、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
う
ち
、

①

県
庁
所
在
地
な
ど
主
要
都
市
間
で
、
規
格
の

高
い
道
路
で
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
区
間

②

大
都
市
の
環
状
道
路
の
う
ち
、
未
だ
整
備
が

な
さ
れ
て
い
な
い
区
間

③

物
流
活
動
な
ど
の
中
核
と
な
る
拠
点
的
な
空

港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分
な
区
間

④

既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の

通
行
の
支
障
と
な
る
区
間

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
整
備
を
推
進

(参
考
)
拠
点
的
な
空
港
･
港
湾
か
ら

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

(参
考
)
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
の通

行
支
障
区
間
の
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
蹴
)

↑

全
国
の
幹
線
道
路

(約
三
九
万
如
)

　

既
に
供
用
し
て
い
る
国
際
物
流
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(約
二
九
、
0
0
0
踊
)

港
湾
等
か
ら
工
場
な
ど
の
物
流
拠
点
へ
積
み
替

え
な
く
通
行
で
き
る
道
路
網
で
、
高
速
道
路
や

国
道
な
ど
物
流
の
観
点
か
ら
重
要
な
幹
線
道
路

網国
際
コ
ン
テ
ナ
通
行
支
障
区
間

(三
二
区
間
ン

約
四
五
〇
皿
)
に
対
し
て
、
集
中
的
に
対
策
を

実
施

＼

2

地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化

の
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

高
度
医
療
機
関
の
広
域
的
な
活
用
や
産
業
･
観
光
振
興

等
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
形
成
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
の
自
主
性
を

活
か
し
つ
つ
、
市
町
村
合
併
の
支
援
や
高
次

･
救
急
医
療

施
設
、
工
業
団
地
、
観
光
施
設
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等

へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
な
ど
地
域
の
生
活
を
支
え
る
生
活
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
、
幅
員
が
狭
い
部
分
が
存
在
し

自
動
車
の
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
や
す
れ
違
い
に
影
響
を
及
ぼ

す
区
間
に
つ
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
や
、
現
道

拡
幅
及
び
バ
イ
パ
ス
整
備
等
の
縊
路
の
解
消
を
一
･
五
車

線
的
な
整
備
手
法
も
活
用
し
つ
つ
推
進
す
る
。

(重
点
方
針
)

全
国
の
空
港

･
港
湾

(
一
、
一
五
人
ヵ
所
)

↑

第
一
･
二
種
空
港
及
び
特
定
重
要
港
湾
、

重
要
港
湾

(
一
五
七
箇
所
)

拠
点
的
な
空
港
･
港
湾

(七
一
ヵ
所
)

　　
　
　　
　　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　



○
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

(目
標
)

･
生
活
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
定
時
性
や
速
達
性
を

備
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
安
全
で
快
適
な

移
動
を
概
ね
実
現

･
地
方
部
に
お
い
て
、
市
町
村
の
中
心
部
か
ら
複

数
の
高
次

･
救
急
医
療
施
設
へ
の
六
0
分
で
の

移
動
を
概
ね
達
成

･
生
活
中
心
都
市
と
市
町
村
の
中
心
部
間
の
六
〇

分
で
の
移
動
を
概
ね
達
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
蝿
)

↑

生
活
幹
線
道
路

(約
一
七
万
如
)

市
町
村
の
中
心
部
と
基
本
的
な
生
活
エ
リ
ア
や

病
院
、
学
校
、
工
業
団
地
、
観
光
施
設
、
I
C

等
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
等
を
相
互
に
連

絡

(※
1
)

↑
生
活
幹
線
道
路
の
移
動
支
障
区
間

(約
五
、
0
0

0
区
間

…
約
一
三
、
0
0
0
蝋
)
に
対
し
て
、
集

中
的
に
対
策
を
実
施

｢礁鈎離籍腺勤釧ガバ幅類皺
律橇粉袴鰤一

い
に
影
響
を
及
ぼ
す
区
間

※
l
i
市
町
村
合
併
前
の
旧
市
町
村
間
の
連
絡
を
含
む

②
慢
性
的
な
渋
滞
へ
の
対
策

慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和

･
解
消
を
図
る
た
め
、
路
上
工

事
の
縮
減
や
有
料
道
路
に
お
け
る
弾
力
的
な
料
金
施
策
等

の
ソ
フ
ト
施
策
と
併
せ
、環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、

交
差
点
の
立
体
化
等
交
通
容
量
拡
大
策
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
総
合
的
な
交
通
戦
略
の
展
開
を
行
い
、
L
R
T
の
導

入
や
交
通
結
節
点
の
改
善
、
T
D
M
施
策
等
公
共
交
通
機

関
や
徒
歩

･
自
転
車
へ
の
交
通
行
動
転
換
策
を
推
進
す

る
。
さ
ら
に
、
開
か
ず
の
踏
切
や
交
通
が
集
中
す
る
踏
切

に
お
け
る
渋
滞
の
緩
和
･
解
消
を
図
る
た
め
に
、
連
続
立

体
交
差
事
業
や
道
路
の
立
体
化
、
遮
断
時
間
適
正
化
の
た

め
の
踏
切
遮
断
機
の
改
良
等
を
推
進
す
る
。

○
渋
滞
対
策

(目
標
)

･
全
国
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
渋
滞
損
失
時
間
を
約

三
割
削
減

(渋
滞
損
失
額
"
約
一
〇
兆
円
↓
約
七

兆
円
)

(重
点
方
針
)

全
国
の
信
号
交
差
点
等
の
箇
所

(約
一
九
万
ヵ
所
)

｢うま
瀕
唯
減
ら“,.驚

こ

　

日
常
的
に
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
箇
所

(約
九
、
0
0
0
ヵ
所
)

(朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
等
に
お
い
て
、
混
雑
発

生
時
間
帯
が
五
0
%
以
上
を
占
め
る
箇
所
)

　

特
に
事
業
効
果
が
高
い
1
/
3
程
度
の
箇
所
(約
三
、

0
0
0
ヵ
所
)
に
対
し
て
、
優
先
的
に
渋
滞
対
策
を

実
施

○
開
か
ず
の
踏
切
等
を
除
却
す
る
対
策

(目
標
)

,
国
道
、
都
道
府
県
道
等
に
残
る
開
か
ず
の
踏
切
に

つ
い
て
概
ね
解
消

･
全
国
の
踏
切
遮
断
に
よ
る
損
失
時
間
を
約
三
割
削

減
(重
点
方
針
)

全
国
の
踏
切

(約
三
五
、
0
0
0
ヵ
所
)

　

踏
切
遮
断
に
よ
り
地
域
の
円
滑
な
交
通
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
踏
切

(約
四
、三
〇
〇
ヵ
所
)

↑



開
か
ず
の
踏
切

(約
六
0
0
力
所
)
と
交
通
が
集
中

す
る
踏
切

(約
八
〇
〇
ヵ
所
)
の
約
一
、
四
〇
〇
ヵ

所
に
対
し
て
、
集
中
的
に
渋
滞
対
策
を
実
施

開
か
ず
の
踏
切

(遮
断
時
間
が
四
〇
分
/
時
以
上
と
な
る
踏
切
)

交
通
が
集
中
す
る
踏
切

(自
動
車
や
自
転
車

･
歩
行
者
が
集
中
し
、
円

滑
な
交
通
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
踏
切
)

3

安
全
･
安
心
の
確
保

の
防
災
･
減
災
対
策

大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
応
急
活
動
を
確
保
す
る
た
め
、

緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
救
助
、
救
援
等
の
広
域
応
援
部

隊
の
移
動
や
、
被
災
地
域
外
か
ら
の
救
援
物
資
の
搬
送
の

た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路
に
つ
い
て
は
、
鋼
板

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
橋
脚
の
補
強
な
ど
の
重
大
な
損

傷
を
防
止
す
る
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
輸
送

道
路
全
線
に
お
い
て
落
橋
を
防
止
す
る
装
置
の
設
置
な
ど

落
橋
･
倒
壊
を
防
止
す
る
対
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、豪
雨
･
豪
雪
な
ど
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
、

国
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
公
共
施
設

や
病
院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
防
災
対
策
、
雪
崩
対
策
、
災
害
の

お
そ
れ
の
あ
る
区
間
を
回
避
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
異
常
気
象
時
に
お
け
る
国
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
過
去
の
災
害
履
歴
や
対

策
実
績
を
踏
ま
え
、
事
前
通
行
規
制
の
緩
和

･
解
消
を
推

進
す
る
。
併
せ
て
、
津
波
発
生
時
等
に
お
い
て
人
命
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
避
難
に
必
要
な
道
路
の
整
備
を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
地
震
時
等
に
お
い
て
大
規
模
な
延
焼
の
可
能

性
が
あ
る
市
街
地
に
つ
い
て
、
面
的
な
市
街
地
整
備
や
延

焼
遮
断
帯
、
緊
急
車
両
の
進
入
路
･
避
難
路
と
し
て
機
能

す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

○
耐
震
対
策

(目
標
)

大
規
模
な
地
震
の
発
生
時
に
お
い
て
、

･
緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
広
域
応
援
部
隊
等
が

移
動
す
る
た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
橋
梁
の
重
大
な
損
傷

を
防
止

(※
1
)

･
緊
急
輸
送
道
路
全
線
に
つ
い
て
す
べ
て
の
橋
梁

の
落
橋
･
倒
壊
を
防
止

(※
2
)

(重
点
方
針
)

全
国
の
橋
梁

(約
一
五
万
橋
)

[醜
纖
鑓
露
‘“““‘““
』

大
規
模
な
地
震
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
橋
梁

(約
一
五
、
0
0
0
橋
)

損
傷
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
一
三
、
0
0
｣

　
　
　

落
橋

･
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
二
、

0
0
0
橋
)

｣

損
傷
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁
の
う
ち
広
域
応
援
部
隊

等
の
移
動
の
た
め
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
道
路
に

存
在
す
る
橋
梁

(約
八
、
0
0
0
橋
)
や
、
落
橋
･

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁

(約
二
、
0
0
0
橋
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
耐
震
対
策
を
実
施

※
1
!
道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
対
策
も
実
施
し
、
一
日
以
内
の
通
行
を

確
保

※
2
!
道
路
斜
面
や
盛
土
等
の
対
策
も
実
施
し
、
三
日
以
内
に
通
行
を

確
保

0
防
災
･
防
雪
対
策

(目
標
)

･
豪
雨
･
豪
雪
時
等
に
お
い
て
も
、
公
共
施
設
や
病

院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道
路
の
安
全
な

通
行
を
確
保

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
師
)

[
う
ち
、
全
国
の
幹
線
道
路

(約
三
九
万
蹴
)

]

↑

落
石
や
土
砂
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
雪
崩
等
の
お
そ
れ



の
あ
る
区
間

(約
一
七
、
O
O
O
区
間
、
約
五
〇
、
O

0
0
踊
)↑

公
共
施
設
や
病
院
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ
生
活
幹
線
道

路
で
通
行
止
め
に
よ
り
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
区
間

(約
六
、O
0
0
区
間
、
約
一
八
、0
0
O
如
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
防
災

･
防
雪
対
策
を
実
施

○
安
心
な
市
街
地
形
成

(目
標
)

･
地
震
時
等
に
お
い
て
大
規
模
な
延
焼
の
可
能
性
が

あ
る
市
街
地
を
建
築
物
の
不
燃
化
と
連
携
す
る
こ

と
で
概
ね
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
市
街
地
面
積

(約
一
三
、
0
0
0
蝸
)

　

防
災
上
の
懸
念
が
あ
る
市
街
地

(約
一
、五
〇
〇
蝸
)

集
積
度
合
い
の
高
い
市
街
地

(人
口
密
度
一
〇

〇
人
/
蹴
以
上
)

道
路
面
積
率
の
低
い
市
街
地

(道
路
面
積
率
一

八
%
以
下
)

(阪
神

･
淡
路
大
震
災
等
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
市
街
地
に
相
当
)

↑

大
規
模
な
延
焼
の
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
防
災
上
危

険
な
地
区

(約
一
五
〇
如
)
に
対
し
て
、
集
中
的
に

防
災
対
策
を
実
施

木
造
家
屋
が
建
ち
並
ぶ
な
ど
火
災
時
に
被
害
が

大
き
い
市
街
地

(燃
え
離
さ
を
示
す
不
燃
領
域
率
四
0
%
未
満

等
)

(中
央
防
災
会
議
に
お
け
る
市
街
地
の
安
全
性

を
確
保
す
る
目
標
値
)

②
交
通
安
全
の
向
上

安
全
な
道
路
交
通
環
境
実
現
の
た
め
に
、
特
に
幹
線
道

路
に
つ
い
て
は
事
故
が
特
定
の
区
間
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
事
故
発
生
割
合
が

高
い
区
間
に
お
い
て
、
交
差
点
改
良
や
防
護
柵

･
照
明
等

の
交
通
安
全
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
生

活
道
路
の
交
通
事
故
対
策
や
安
全
･安
心
な
自
転
車
走
行

環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
欧
米
と
比
べ
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

歩
行
中
の
死
者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
歩
行

が
移
動
の
中
心
と
な
る
子
ど
も
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
通
学
路
の
歩
道
等
の
整
備
の
ほ
か
、
簡
易
な
方
法
と

し
て
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
防
護
柵
の
設
置
等
を
推
進
す

る
。さ

ら
に
、
踏
切
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安

全
上
課
題
の
あ
る
踏
切
に
つ
い
て
、
踏
切
除
却
対
策
の
ほ

か
、
踏
切
内
の
歩
道
が
狭
く
な
っ
て
い
る
踏
切
に
対
し
て

は
、
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
、
長
時
間
遮
断
機
が
お
り
て
い

"

る
踏
切
に
は
、
立
体
横
断
歩
道
橋
の
設
置
等
の
歩
車
道
分

1

離
等
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

○
交
通
事
故
対
策

○
通
学
路
の
歩
道
整
備

(目
標
)

(目
標
)

･
国
道
及
び
都
道
府
県
道
等
の
死
傷
事
故
率
に
つ
い

て
、
五
年
間
で
死
傷
事
故
率
約
一
割
削
減
を
目
指

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
よ
り
安
全
･
安
心
な

道
路
交
通
環
境
の
実
現
を
目
指
す

(重
点
方
針
)

全
国
の
国
道
･
都
道
府
県
道
等

(約
七
一
万
区
間
)

↑
事
故
の
発
生
割
合
の
高
い
区
間

(約
一
五
万
区

間
)　　　

　　　　
　

↑

地
域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
特
に
効
果
の
高
い

1
/
4
程
度
の
区
間

(約
四
0
、
0
0
0
区
間
)
に

対
し
て
、
優
先
的
に
交
通
事
故
対
策
を
実
施



小
学
校
等
に
通
う
た
め
多
く
の
児
童
が
利
用
す
る
な

ど
、
事
故
の
危
険
性
が
高
い
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

安
全

･
安
心
な
歩
行
空
間
を
概
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)

↑

全
国
の
通
学
路

(約
一
九
万
臘
)

↑

[胤岸
薇凝
縮
“
る1
1
“1学
“
る
“
“
‘“
]

↑

多
く
の
児
童
が
利
用
す
る
な
ど
、
事
故
の
危
険
性
が

高
い
通
学
路

(約
三

万
畑
)

歩
道
等
の
な
い
箇
所

(約
四
四
、
0
0
o
m
)
｣

“

、

、

、

ハ

iv
キメ

省
彬

こ
そ‘′も

門口
,し

通
安
全
対
策
を
実
施

｣

○
踏
切
の
安
全
対
策

(目
標
)

･
踏
切
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
安
全
上
課
題
の

あ
る
踏
切
を
す
べ
て
解
消

(重
点
方
針
)

全
国
の
踏
切

(約
三
五
、
0
0
0
ヵ
所
)

↑

安
全
な
通
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
踏
切

(約
七
、七
〇
〇
ヵ
所
)

　

安
全
上
課
題
の
あ
る
踏
切

(約

｢
九
〇
〇
ヵ
所
)

に
対
し
て
、
集
中
的
に
安
全
対
策
を
実
施

③
安
全
･
安
心
で
計
画
的
な
道
路
管
理

安
全

･
安
心
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
高
速
道

路
か
ら
市
町
村
道
ま
で
の
す
べ
て
の
橋
梁
(約
一
五
万
橋
)

に
お
い
て
定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
の
予
防
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
地
方
公
共

団
体
管
理
の
橋
梁
に
対
し
て
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策

定
支
援
や
技
術
支
援
等
を
実
施
す
る
。
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ
つ
、
道
路
の
安

全
を
常
時
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携

し
て
地
域
性
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
を
実
施
す
る
。

○
橋
梁
等
の
修
繕
、
更
新

(目
標
)

･
安
全
な
通
行
を
確
保
で
き
る
道
路
橋
の
寿
命
を
一

〇
〇
年
以
上
に
長
寿
命
化

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路
橋

(約
一
五
万
橋
)
に
対
し
て
、
定
期

的
な
点
検
に
よ
り
、
早
期
に
損
傷
を
発
見
し
、
事
故

や
架
け
替
え
、
大
規
模
な
修
繕
に
至
る
前
に
対
策
を

行
う
予
防
保
全
を
実
施

4

環
境
の
保
全
と
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

の

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
環
状
道
路
整
備
等
の

渋
滞
対
策
、
開
か
ず
の
踏
切
等
を
除
却
す
る
対
策
、
多
様

で
弾
力
的
な
料
金
施
策
等
の
推
進
に
よ
り
渋
滞
が
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
走
れ
る
道
路
の
実
現
を
図
る
ほ
か
、
I
T
S
の

活
用
等
道
路
交
通
情
報
の
提
供
の
充
実
等
に
よ
る
自
動
車

交
通
の
運
用
の
効
率
化
、
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
道
路
緑

化
や
太
陽
光
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
道
路
施
設

の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
自
転
車
利
用
環
境
の

整
備
や
公
共
交
通
の
シ
ス
テ
ム
･
運
用
の
改
善
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
推
進
、
環
境
に
優
し
い
自
動
車
の
開
発
･
普
及

等
を
図
る
。

○
地
球
温
暖
化
対
策

(目
標
)

･
道
路
整
備
等
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
の
年
間
鮠
排

出
量
を
、
一
〇
年
後
ま
で
に
約
一
、六
〇
〇
万
t

ー
⑨
削
減

(重
点
方
針
)

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
自
動
車
か
ら
の
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
や
、
排
出
さ
れ
た
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
樹
木
を
増
や
す
た
め
の
対
策

“ 道々テセ 2008,1



亨
“
実
施

-

②
道
路
環
境
対
策

沿
道
環
境
の
早
期
改
善
を
図
る
た
め
、
大
気
に
つ
い
て

は
、
特
に
概
ね
三
年
以
上
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
い

箇
所
に
つ
い
て
、
環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
等
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
基
準
非
達

成
の
箇
所
近
傍
の
交
差
点
等
に
お
い
て
は
、
交
差
点
改
良

や
植
樹
帯
の
設
置
等
の
対
策
を
立
案
し
、
推
進
す
る
。
併

せ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
低
公
害
車
の
普
及
促
進

等
ソ
フ
ト
施
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
騒
音
に
つ
い
て
は
、
環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
等

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
遮
音
壁
の
設
置
、
低
騒
音

舗
装
の
敷
設
等
を
推
進
す
る
。

○
大
気
質
対
策

◎
(二
酸
化
窒
素
)
及
び
跳
(浮
遊
粒
子
物
質
)

の
環
境
基
準
を
概
ね
達
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
m
)

↑

全
国
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局

(約
四
四
〇
ヵ
所
)

[離檄蝉鰡拠勘取に‘‘'“““““
““
]

↑

環
境
基
準
非
達
成
の
箇
所

(約
三
〇
ヵ
所
)
に
対
し

て
、
大
気
質
対
策
を
実
施

覊

霧

“
‘
“
“
“
“
“
‘
1
し
て
い
“
い

}

○
騒
音
対
策

③
生
活
環
境
の
向
上

快
適
で
豊
か
な
生
活
環
境
の
構
築
を
図
る
た
め
、
幅
の

広
い
歩
道
の
整
備
、
既
設
歩
道
の
段
差
解
消
及
び
勾
配
の

改
善
、
立
体
横
断
施
設
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
歩

行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
駅

前
広
場
や
駅
自
由
通
路
、
駐
車
場
の
整
備
等
交
通
結
節
機

能
の
強
化
や
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
。

ま
た
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
災
害
の
防

止
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
街
地
に
お
け
る
電
線
共
同
溝
等

の
整
備
と
併
せ
て
、
緊
急
輸
送
道
路
や
日
本
風
景
街
道
等

に
お
け
る
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
に
向
け
、
中
心

市
街
地
等
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
市
街
地
整

備
や
荷
さ
ば
き
駐
車
場
の
整
備
等
に
よ
る
都
市
内
物
流
シ

ス
テ
ム
の
改
善
を
推
進
す
る
。

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

道行セ 2008.1 β

(目
標
)

･
五
、
0
0
0
人
/
日
以
上
が
利
用
す
る
駅
等
周
辺

に
お
い
て
、
駅
、
官
公
庁
施
設
、
病
院
等
の
相
互

間
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
連
絡

･
市
町
村
の
中
心
地
区
に
お
い
て
も
、官
公
庁
施
設
、

病
院
等
の
相
互
間
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
連
絡

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)

↑

全
国
の
市
街
地
等
の
道
路

(約
三
〇
万
蹴
)
及
び
駅

前
広
場

(約
二
、九
〇
〇
ヵ
所
)

(目
標
)

･
騒
音
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
国
道
、
都
道
府
県

道
に
つ
い
て
、
夜
間
騒
音
要
請
限
度
を
概
ね
達
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
一
二
〇
万
如
)

う
ち
、
全
国
の
国
道
、
都
道
府
県
道

(約
一
五
一

万
蹴
)

｣

↑

騒
音
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
国
道
、
都
道
府
県
道

の
う
ち
、
夜
間
の
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
い
地

域

(約
七
、
0
0
0
蹴
)

　

夜
間
の
騒
音
要
請
限
度
を
達
成
し
て
い
な
い
地
域

(約
二
、七
〇
〇
如
)
に
対
し
て
、
集
中
的
に
騒
音
対

策
を
実
施



/ / /＼＼＼･ 戸三｢ 0 路 駅駅
、
官
公
庁
施
設
、
病
院
等
を
相
互
に
連
絡
す
る
道

路

(約
八
、八
〇
〇
如
)
及
び
駅
前
広
場

(約
｢
七

　
　
　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
道
路
(約
六
、

四
〇
〇
皿
)
及
び
駅
前
広
場
(約
九
〇
〇
ヵ
所
)

に
対
し
て
集
中
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
実

施

○
短
電
柱
化

(目
標
)

･
中
心
市
街
地
の
主
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
欧
米

の
レ
ベ
ル
の
無
電
柱
化
を
達
成

･
市
街
地
に
お
け
る
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ
緊
急
輸

送
道
路
で
災
害
時
の
電
柱
倒
壊
に
よ
り
通
行
の
支

障
と
な
る
道
路
、
及
び
歴
史
的
街
並
み
を
保
全
す

べ
き
地
区
等
の
道
路
に
つ
い
て
も
無
電
柱
化
を
概

ね
達
成

(重
点
方
針
)

全
国
の
道
路

(約
三
一〇
万
師
)

↑

全
国
の
市
街
地
や
日
本
風
景
街
道
等
の
道
路

(約
三

三
万
皿
)

安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
を
形
成
す
る
上
で
、
電
柱

や
電
線
類
が
特
に
支
障
と
な
る
道
路

(約
七
、六
〇

　
　
　

･
中
心
市
街
地
の
主
要
な
道
路

(約
九
〇
0
地

区
)

･
市
街
地
に
お
け
る
の
県
庁
所
在
地
間
を
結
ぶ

緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
災
害
時
の
電
柱
倒

壊
に
よ
り
通
行
の
支
障
と
な
る
道
路
(約
一
、

0
0
0
踊
)

･
歴
史
的
街
並
み
を
保
全
す
べ
き
地
区
、
日
本

風
景
街
道
等
の
道
路

(約
二
〇
〇
地
区
)

無
電
柱
化
さ
れ
て
い
な
い
道
路

(約
三
、七
○
/

0
如
)
に
対
し
て
集
中
的
に
伝
搬
凰
柱
化
対
策
を

実
施

＼

5

国
際
競
争
力
の
確
保
、地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化
、

環
境
の
保
全
等
に
資
す
る
既
存
高
速
道
路
の
有
効
活
用

･
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の効

率
的
活
用
･機
能
強
化

都
市
部
へ
の
交
通
集
中
に
よ
る
深
刻
な
渋
滞
の
解

消
、
地
域
活
性
化
の
支
援
、
及
び
物
流
の
効
率
化
等
の

政
策
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
料
金
社
会
実
験
等

の
結
果
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
料
金
施
策
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
高
速
道
路
の
利
便
性
の
向
上
、
地
域
生
活

の
充
実
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
や
事
故
発
生
状
況
等
を
踏
ま

え
た
安
全
性
の
向
上
等
を
推
進
す
る
。

○
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
活
用
･機
能
強
化

4

･中
期
計
画
の
事
業
量

3
で
示
し
た
各
政
策
課
題
の
重
点
方
針
に
基
づ
き
、
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
量
と
し
て
、
六
五
兆

円
を
計
上
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
活

用
･
機
能
強
化
を
含
め
、
道
路
関
連
施
策
と
し
て
三
兆
円

以
上
を
想
定
。

(内
訳
)

①

国
際
競
争
力
の
確
保
･･･二
四
兆
円

･
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

②

地
域
の
自
立
と
活
力
の
強
化
･･三
三
兆
円

･
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

･
慢
性
的
な
渋
滞
へ
の
対
策

鉾 道行セ 2008.1

(目
標
)

･
有
料
道
路
の
料
金
割
引
を
実
施
し
、
渋
滞
解
消
、

地
域
活
性
化
等
の
政
策
的
課
題
の
解
決
に
貢
献

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
等
に
よ

り
、
高
速
道
路
利
用
者
の
利
便
性
、
安
全
性
を
向

上



③

安
全

･
安
心
の
確
保
･･･
一
九
兆
円

･
防
災

･
減
災
対
策

･
交
通
安
全
の
向
上

･
安
全

･
安
心
で
計
画
的
な
道
路
管
理

④

環
境
の
保
全
と
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造

･!
三

一
兆
円

地
球
温
暖
化
対
策

道
路
環
境
対
策

生
活
環
境
の
向
上

圏
重
複
を
含
む

舎
両親
格
幹
線
道
路
の点

検
結
果
の
概
要

(抄
)》

1

点
検
の
趣
旨

第
一
回
の
問
い
か
け
に
お
い
て
、
既
に
高
規
格
幹
線
道

路
が
完
成
し
た
地
域
と
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
地
域
と
で

は
、
そ
の
整
備
に
対
す
る
意
識
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か

ら
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
時
と
同
様
の
評
価
手
法

を
用
い
て
、
客
観
的
に
そ
の
整
備
効
果
な
ど
に
つ
い
て
点

検
を
実
施
。

2

点
検
方
法
の
概
要

民
営
化
時
と
同
様
の
評
価
手
法
を
用
い
、
費
用
対
便
益

に
加
え
、
外
部
効
果
も
加
味
し
て
、
2
に
示
す
手
順
で
点

検
を
実
施
。

(点
検
方
法
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
け冒
"
"
そ
"

日
三
歳
o
｣も
ぎ
""
増
き
-Q
oに
[o
-封
の
寿
p六
□
＼□
墓
園
辰
g
も
烏
を

参
照
)。

=
点
検
対
象
区
間

高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
、
民
営
化
時
に
評
価
を
行
っ

た
区
間
以
外
で
、
全
て
の
未
供
用
区
間
の
約
二
、九
〇
〇

燈

(平
成
一
九
年
度
末
時
点
)
を
対
象
と
し
た
。

②
点
検
手
順
の
流
れ

--l-----‐-
-t‘"･‘-‐ま

･f.--‘--fit.--◆-‘lr------J-

キ

ー
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し
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/

…
…価

髪
C

(

‐

!
戒
の

　

　

外部効果の内容の確認

N o

　　

　
　

　

　
　
　
　

　
　

　
　

　

　

…
る

完
B

部

“

　
　

　

　　
　
　

　　
　

　

　
　

　
　

　　
　

　　･現計画で整備

鱗鬘
些

>
)　　

- 民営化時に評価を行った区間の延長

- 民営化時に評価を行っていない区間のうち

平成19年度末までの供用延長

　

　

　

　
　

　

　
　

　

14

9

1

約

約 2,90okm
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点検対象区間の延長

< 点検対象区間の延長 >

高規格幹線道路の延長



③
評
価
指
標
の
考
え
方

①
費
用
対
便
益

〔便
益
の
算
出
〕

便
益
の
算
出
に
用
い
る
交
通
量
は
、
一
九
九
九
年
に

実
施
し
た
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
等
を
基
に
推
計
し
た
全

国
将
来
交
通
需
要

(平
成
一
四
年
三

月
公
表
)
か
ら
、

二
〇
三
〇
年
の
値
を
推
計
し
た
。
推
計
さ
れ
た
将
来
交

通
量
を
用
い
て
、
｢費
用
便
益
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
(平

成
一
五
年
八
月
国
土
交
通
省
道
路
局
、
都
市
･
地
域
整

備
局
)
を
適
用
し
走
行
時
間
短
縮
便
益
、
走
行
経
費
減

少
便
益
、
交
通
事
故
減
少
便
益
の
三
つ
の
便
益
の
合
計

を
、
社
会
的
便
益
と
し
て
算
出
し
た
。

〔費
用
の
算
出
〕

事
業
中
区
間
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
積
算
し
た
建
設
費

用
を
用
い
、
未
事
業
化
区
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

導
入
し
て
き
た
コ
ス
ト
縮
減
の
成
果
を
反
映
し
つ
つ
、
現

在
実
施
中
の
一
般
的
な
事
業
の
実
績
等
を
基
に
、用
地
費
、

土
工
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
工
種
別
に
推
計
し
、
建
設

費
用
を
算
定
し
、
こ
れ
に
管
理
費
を
加
え
て
算
出
し
た
。

〔費
用
対
便
益
の
算
出
〕

上
記
の
考
え
方
で
算
出
さ
れ
た
各
評
価
対
象
区
間
毎

の
便
益
と
費
用
に
よ
り
費
用
対
便
益
を
算
出
し
た
。
な

お
、
事
業
中
区
間
の
う
ち
｢国
土
交
通
省
所
管
公
共
事
、

業
の
再
評
価
実
施
要
領

(平
成
一
五
年
三
月
国
土
交
通

省
)
に
従
っ
て
再
評
価
時
に
費
用
対
便
益
の
分
析
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
第
三
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
諮

っ
た
上
で
公
表
し
て
い
る
区
間
に
つ

い
て
は
そ
の
値
を
用
い
て
点
検
を
行

っ
た
。

②
外
部
効
果

費
用
換
算
が
困
難
な
外
部
効
果

に
つ
い
て
、
民
営
化
時
に
用
い
た

一
六
指
標
の
各
評
価
点
の
算
出
式

を
適
用
し
、
入
力
デ
ー
タ
は
可
能

な
限
り
最
新
の
も
の
を
用
い
て
算

定
し
た
。

(例
)･

高
度
な
医
療
施
設
ま
で
の
搬

送
時
間
の
短
縮
効
果

･
物
流
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
時

間
の
短
縮
効
果

･
自
動
車
か
ら
の
⑲
排
出
量
の

削
減
効
果

3

点
検
の
結
果

す
べ
て
の
点
検
対
象
区
間
に
関
し

て
、
現
計
画
又
は
完
成
二
車
線
計
画

で
、
社
会
的
便
益
が
費
用
を
上
回
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

さ
ら
に
、
費
用
対
便
益
と
外
部
効

果
の
結
果
を
用
い
て
、
整
備
の
進
め

方
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

区 分
対 象

ネットワーク機能を早期に確保するための方策
区間数 総

グルーフo 1 現計画で
B/C ≧ 1 2※2

158 8

◎
難̂
解

2

ん○
競
る蹴謝鑿皺嫌纖瞭姿鞠

圓
早雲L

)

グルーフo 2 醉
)

計
幾

京

線
2
刹

痺
劃
角

成
に
渉

完
B

の

ヴ
ゾ 422

芻
し瀬繃驫機織讓滋カツ皺鮴早

グループ 3 で

対

圃
腱

相

計
>

が

℃
〕
異
、

朝
霞
効
凱

〉
ズ
部
コ

完
捻

外
拗

う“ 468
緘

つ

一
を搬

轢
端讓廉

効
綾織繁

総
つ
部
行
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果
は
、
前
頁
の
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

今
後
は
、
こ
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
具
体
的
な
計
画
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

な
お
、
外
部
効
果
に
つ
い
て
は
、
一
六
指
標
を
基
に
重

み
付
け
を
し
た
偏
差
値
を
算
出
し
た
こ
の
値
が
、
相
対
的

に
低
い
区
間
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

の
連
携
や
地
域
の
創
意
工
夫
の
取
組
な
ど
を
今
後
よ
り
一

層
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

※
1
.･ニ局
規
格
幹
線
道
路
に
並
行
す
る
自
動
車
専
用
道
路
又
は
そ
れ
に

準
ず
る
道
路
と
し
て
一
連
の
区
間
が
供
用
さ
れ
て
い
る
区
間

は
今
回
の
点
検
対
象
外
と
し
た
。

※
2
1
･□
さ
=
に

…
未
事
業
化
区
間
で
、
一
部
ル
ー
ト
や
I
C
の
位
置

が
確
定
し
て
い
な
い
な
ど
、
事
業
費
の
不
確
実
性

(感
度
分

析
十
三
0
%
)
等
を
加
味
し
、
よ
り
厳
格
に
設
定

《道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て

軍
成
一
九
年
一
ニ
月
七
日
政
府
.
与
党
合
意
)
莎
)》

昨
年
末
の

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具

体
策
｣
に
基
づ
き
、
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、

関
連
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
。

1

真
に
必
要
な
道
路
整
備
の
計
画
的
な
推
進

の
中
期
計
画
の
策
定
及
び
推
進

①

国
際
競
争
力
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
安

全
･
安
心
の
確
保
、
環
境
の
保
全
と
豊
か
な
生
活

環
境
の
創
造
と
い
っ
た
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
道
路
の
中
期
計

画
を
策
定
し
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
は
計
画
的

に
進
め
る
。

②

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
厳
格
な
事
業
評

価
や
徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
に
よ
り
重
点
化
、
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
に
関
連
す
る
施
策

の
実
施
や
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
等
を
効
果
的

に
活
用
す
る
。

③

中
期
計
画
の
事
業
量
は
、
五
九
兆
円
を
上
回
ら

な
い
も
の
と
す
る
。

④

中
期
計
画
は
、
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

や
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
五
年
後
を
目
処

と
し
て
、
必
要
に
応
じ
、
所
要
の
見
直
し
を
行
う
。
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道
路
占
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

一

は
じ
め
に

国
が
管
理
す
る
国
道
に
お
け
る
道
路
占
用
料
の
改
定
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成
一
八
年
一
一
月
に

｢道
路
占
用

料
制
度
に
関
す
る
調
査
検
討
会
｣
(委
員
長

…山
内
弘
隆
一

橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
長
･商
学
部
長
)
を
設
置
し
て

道
路
占
用
料
制
度
全
般
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
一
九
年
三

月
に
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
報
告
書
の
提
言
の
内
容
を

踏
ま
え
て
道
路
占
用
料
の
改
定
の
た
め
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
、
今
般
、
道
路
法
施
行
令
を
改
定
し
、
平
成
二
〇

年
度
か
ら
新
た
な
占
用
料
単
価
に
よ
り
占
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二

改
定
の
必
要
性

国
が
管
理
す
る
国
道
に
お
け
る
道
路
占
用
料
に
つ
い
て

は
、
道
路
法
施
行
令
別
表
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行

の
別
表
に
お
け
る
占
用
料
は
、
平
成
八
年
四
月
に
改
定
さ

れ
て
以
降
、
見
直
し
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
こ
と
や
、
次
の
よ
う
な
諸
要
因
か
ら
、
そ
の
見
直
し

を
行
う
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

ア

全
国
的
な
地
価
水
準
の
下
落

全
国
的
に
地
価
の
下
落
が
著
し
く
、
現
行
占
用
料

の
基
礎
と
な
る
平
成
六
年
時
の
地
価
水
準
に
比
べ
、

約
五
割
に
下
落
し
て
い
ま
す

(固
定
資
産
税
評
価

額
)。
占
用
料
の
算
定
式
に
地
価
を
用
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
下
落
を
踏
ま
え
た
改
定
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

イ

市
町
村
合
併
の
進
展

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
進
展
し
て
い
ま
す
が
、

現
行
占
用
料
が
全
国
の
市
町
村
区
分

(①
甲
地
…
政

令
別
表
備
考
ニ
イ
に
列
挙
す
る
区
域

(東
京
二
三
区

及
び
大
規
模
市
)、
②
乙
地

…
甲
地
以
外
の
市
の
区

域
、
③
丙
地

…
町
村
の
区
域
)
を
基
礎
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
市
町
村
区
分
を
踏
ま
え
た
改
定

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ウ

規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
3
か
年
計
画

ア
･
イ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
規
制
改
革
推

進
の
た
め
の
3
か
年
計
画

(平
成
一
九
年
六
月
二
二

日
閣
議
決
定
)
に
お
い
て
、
｢道
路
占
用
料
単
価
の

見
直
し
に
つ
い
て
、市
町
村
合
併
の
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
な
措
置
を
行
う
。｣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三

占
用
料
の
基
本
的
な
考
え
方

道
路
占
用
料
の
算
定
は
、
公
共
用
物
で
あ
る
道
路
を
継

続
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
占
用
者
が
受
け
る

利
益
を
徴
収
す
る
と
い
う
｢対
価
説
｣
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
土
地
利
用
に
お
け
る
賃
料

(地
代
)
相
当
額
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に
よ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
算
定
式
で
占

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

用
料
の
額
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○

定
額
物
件
の
道

以
下
、
算
定
式
の
内
容
に
つ
い
て
の
変
更
を
中
心
に
解

説
し
ま
す
。

四

改
正
の
具
体
的
な
内
容

1

道
路
価
格
に
つ
い
て

道
路
価
格
と
は
、
本
来
、
道
路
の
存
す
る
土
地
の
更
地

価
格
と
す
べ
き
で
す
が
、
個
々
の
占
用
物
件
ご
と
に
占
用

の
対
象
と
な
る
道
路
価
格
を
調
査
す
る
こ
と
は
現
実
的
で

な
い
こ
と
か
ら
、
民
間
に
お
け
る
土
地
の
価
格
を
道
路
価

格
と
み
な
し
て
占
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

占
用
物
件
は
大
き
く
分
け
て
、
電
柱
、
ガ
ス
管
な
ど
の

｢定
額
物
件
｣
と
、
高
架
下
駐
車
場
な
ど
の

｢定
率
物
件
｣

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
｢定
率
物
件
｣
の
道
路
価
格
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
土
地
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
｢近
傍

類
似
の
土
地
の
時
価
｣
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

道
路
価
格
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
改
定
の
影
響
を
受
け
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
以
下
で
は
、
｢定
額
物
件
｣
の
道
路
価
格
に

=
定
額
物
件
の
道
路
価
格
の
考
え
方

ア

地
目

占
用
物
件
の
性
格
に
応
じ
て
、
地
目

(平
均
地
又

は
商
業
地
)
を
設
定
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
固
定
資

産
税
評
価
額
を
用
い
て
い
ま
す
。

ア
ー
チ
、
工
事
用
板
囲
い
等
に
つ
い
て
は
商
業
地

目
と
し
、
そ
れ
以
外
の
電
柱
等
の
一
般
的
な
物
件
に

つ
い
て
は
平
均
地
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ

道
路
の
存
す
る
土
地
の
更
地
価
格
の
算
出

所
在
地
区
分
ご
と
、
地
目
ご
と
の
固
定
資
産
税
評

価
額
を
用
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
均
地
の
道
路
価
格
を
算
出
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
造
成
済
み
の
土
地
で
は
な
い
田
畑
、
山

林
に
つ
き
、
更
地
価
格
と
同
様
の
価
格
水
準
と
す
る

た
め
に
、
造
成
費
を
加
算
し
て
い
ま
す

(宅
地
部
分

に
造
成
費
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。)。

な
お
、
造
成
費
と
は
、
直
轄
国
道
の
改
良
費
か
ら
、

用
地
費
、
補
償
費
及
び
舗
装
費
を
除
い
た
も
の
の
平

均
で
す
。

ウ

用
途
別
構
成
比
率

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
沿
道
状
況
別
延
長

比
率
を
用
い
て
、
対
応
す
る
用
途
の
構
成
比
率
を
乗

じ
て
い
ま
す
。

道
路
価
格

(平
均
地
目
)
=

固
定
資
産
税
評
価
額

(所
在
地
区
分
ご
と
の
該
当
地
目
の
平
均
地
)
+

造
成
費

(田
畑
、
山
林
部
分
の
み
)

②
用
地
費

近
年
の
地
価
動
向
を
道
路
価
格
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、

直
近
の
値
で
あ
る
平
成
一
八
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額

を
用
地
費
と
し
て
用
い
ま
す
。

③
造
成
費

平
成
一
八
年
度
に
供
用
開
始
し
た
直
轄
国
道
に
お
け
る

造
成
費
の
箇
所
別
単
価
の
平
均

(三
一
、
一
五
一
円
/
ば
)

を
用
い
ま
す
。

回
用
途
別
構
成
比
率

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
沿
道
状
況
(平
成
一
七
年
)

を
用
い
ま
す
。

○
市
街
地

(｢住
宅
地
｣
相
当
)
･･ニ
一七
･
四
%

○
平
地
部

(｢田
畑
｣
相
当
)
!
!
五
0
,
九
%

○
山
地
部

(｢山
林
｣
相
当
)
!
!
二
一
･
七
%

⑤
算
出
方
法

ア

平
均
地
目
の
道
路
価
格

所
在
地
区
分
ご
と
に
次
の
計
算
式
に
よ
り
道
路
価

格
を
算
出
し
ま
す
。
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(基
本
的
な
算
定
式
)

占
用
料
の
額
=

道
路
の
存
す
る
土
地
の
更
地
価
格

(道
路
価
格
)
×

占
用
面
積
×
使
用
料
率
×
修
正
率

道
路
価
格

(平
均
地
目
)
=

住
宅
地
×
o
"
"+

(田
畑
十
造
成
費
)
×

o
い
o
り
十

(山
林
十
造
成
費
)
×
o
ド
ロ



イ

商
業
地
目
の
道
路
価
格

所
在
地
区
分
ご
と
の
用
地
費

(商
業
地
)
を
用
い

ま
す
。粉 道路価格

平
均
地

甲 52
,
595

乙 勉
丙 錘第

商
業
地

甲

箏乙 鰍
丙 瑶

◎
定
額
物
件
に
係
る
道
路
価
格

(円
/
霜
)

以
上
の
よ
う
な
算
定
を
行
い
、
定
額
物
件
の
具
体
的
な

道
路
価
格
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2

使
用
料
率
に
つ
い
て

使
用
料
率
と
は
、
土
地
価
格
に
対
す
る
年
額
賃
料
の
割

合
を
い
い
ま
す
。
占
用
料
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
土
地
の

利
用
の
対
価

(土
地
賃
借
料
等
)
を
算
定
す
る
方
法
と
し

て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
の
価
格
に
一
定
の
率

(使

用
料
率
)
を
乗
じ
る
方
法
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

◎
使
用
料
率
を
新
た
に
設
定
す
る
必
要
性

こ
れ
ま
で
の
占
用
料
の
算
定
に
お
け
る
使
用
料
率

(地

価
に
対
す
る
賃
料
の
割
合
)
に
つ
い
て
は
、
国
の
庁
舎
等

の
使
用
又
は
収
益
を
許
可
す
る
場
合
の
土
地
の
使
用
料
の

算
定
基
準
に
お
け
る
全
国
一
律
の
率

(｢国
の
庁
舎
等
の

使
用
又
は
収
益
を
許
可
す
る
場
合
の
取
扱
い
の
基
準
に
つ

い
て

(昭
和
三
三
年
一
月
七
日
蔵
管
第
一
号
))
を
用
い

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
財
務
省
で
は
こ
れ
を
定
め
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
占
用
料
算
定
の
た
め
に
新
た
に

独
自
の
使
用
料
率
を
設
定
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平
成
一
人
年
度
に

｢道
路
占

用
料
算
定
の
た
め
の
使
用
料
率
調
査
｣
を
実
施
し
、
こ
の
調

査
結
果
に
基
づ
い
て
使
用
料
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

②
使
用
料
率
調
査
の
概
要

全
市
区
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
代
表
す
る
調
査
地

点
を
設
定
し
、
当
該
調
査
地
点
に
お
け
る
土
地
の
賃
貸
借

を
想
定
の
う
え
、
各
調
査
地
点
の
所
在
地
域
に
精
通
し
た

不
動
産
鑑
定
士
が
賃
料
を
査
定
し
、
そ
の
結
果
を
用
い
て

使
用
料
率
の
全
国
平
均
を
算
出
し
ま
し
た
。

土
地
の
賃
貸
借
に
お
い
て
借
地
借
家
法
の
対
象
で
あ
る

か
否
か
は
賃
料
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
の

で
、
当
該
調
査
に
お
い
て
は
、
建
物
所
有
を
目
的
と
せ
ず
、

ま
た
、
全
国
的
な
比
較
検
証
が
可
能
な
も
の
等
の
要
件
を

満
た
し
、
占
用
に
態
様
が
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
平
面

式

(屋
根
な
し
)
の
月
極
駐
車
場
を
想
定
し
、
賃
料
を
査

定
し
て
い
ま
す
。

定
額
物
件
に
つ
い
て
は
、占
用
物
件
の
性
格
に
応
じ
て
、

地
目

(平
均
地
又
は
商
業
地
)
を
設
定
し
、
そ
れ
に
対
応

す
る
固
定
資
産
税
評
価
額
を
用
い
て
い
る
の
で
、
調
査
に

お
い
て
も
同
様
に
地
目
ご
と
に
代
表
す
る
調
査
地
点
を
設

け
て
査
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
使
用
料
率
は
全
国

平
均
で
あ
り
、
直
轄
国
道
に
お
け
る
占
用
料
を
算
定
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

③
占
用
料
算
定
に
用
い
る
使
用
料
率

①

定
額
物
件
に
用
い
る
使
用
料
率

(固
定
資
産
税
評

価
額
ベ
ー
ス
)

定
額
物
件
に
つ
い
て
は
、
道
路
価
格
と
し
て
固
定
資

産
税
評
価
額
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
率
に
つ
い

て
固
定
資
産
税
評
価
額
ベ
ー
ス
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、

前
述
の
と
お
り
、
占
用
物
件
の
性
格
に
応
じ
て
、
地
目

(平
均
地
又
は
商
業
地
)
を
設
定
し
て
そ
れ
に
対
応
す

る
固
定
資
産
税
評
価
額
を
用
い
て
道
路
価
格
を
算
出
し

て
い
る
の
で
、
使
用
料
率
に
つ
い
て
も
地
目
を
分
け
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

ア

平
均
地
目
の
定
額
物
件
に
用
い
る

使
用
料
率

"
●
＼5
o

似

イ

商
業
地
目
の
定
額
物
件
に
用
い
る

　
　
　
　
　
　　
　

　濱

②

定
率
物
件
に
用
い
る
使
用
料
率

(時
価
ベ
ー
ス
)

“

道
路
価
格

(商
業
地
目
)
=

商
業
地
の
用
地
費



定
率
物
件
に
つ
い
て
は
、
道
路
価
格
と
し
て
占
用
す

る
場
所
の

｢近
傍
類
似
の
土
地
の
時
価
｣
を
用
い
る
こ

と
か
ら
、
使
用
料
率
に
つ
い
て
時
価
ベ
ー
ス
を
用
い
ま

す
。ア

定
率
物
件
に
用
い
る
使
用
料
率

N
い
"
5
o

定
額
物
件
と
定
率
物
件
で
使
用
料
率
に
差
が
あ
る
の

は
、
道
路
価
格
と
し
て
用
い
る
土
地
評
価
方
法
が
異
な
る

た
め
で
あ
り
、
土
地
評
価
に
つ
い
て
は
、
通
常

｢時
価

(公
示
価
格
)｣
…
｢固
定
資
産
税
評
価
額
｣

=

一
0
…
七

の
関
係
が
成
り
立
つ
の
で
、

｢使
用
料
率

(時
価
)｣
×
5
コ

=
｢使
用
料
率

(固
定
資
産
税
評
価
額
)｣

と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
関
係
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
定
額
物
件
と
定

率
物
件
の
最
終
的
な
占
用
料
水
準
を
合
わ
せ
て
い
る
も
の

で
す
。

3

修
正
率
に
つ
い
て

の
上
空

.
地
下
の
修
正
率
に
つ
い
て

上
空
及
び
地
下
に
つ
い
て
は
、
路
面
を
直
接
に
占
用
す

る
場
合
と
異
な
り
、
道
路
の
効
用
に
対
す
る
影
響
が
少
な

い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
修
正
率
を
乗
じ
て
い
ま
す
。

現
行
で
は
、
上
空
の
修
正
と
し
て
"
④
(占
用
料
の
こ
り

の
減
)、
地
下
の
修
正
率
と
し
て
こ
9
(占
用
料
の
"
"
の

減
)
を
乗
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
直
し
て

い
ま
す
。

上
空
や
地
下
の
修
正
率
に
つ
い
て
は
、
上
空
や
地
下
が

道
路
の
効
用
に
対
す
る
影
響
が
少
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て

の
も
の
で
す
が
、
そ
の
水
準
は
土
地
価
格
の
変
動
状
況
と

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
修
正
率
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
相
続
税
、
贈

与
税
等
の
計
算
に
用
い
ら
れ
て
い
る

｢財
産
評
価
基
本
通

達
｣
に
お
け
る
評
価
を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

①

上
空
の
修
正
率

上
空
の
修
正
率
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
財
産
評
価
基
本

通
達
に
お
け
る
特
別
高
圧
架
空
電
線
の
架
設
等
を
目
的
と

し
て
設
定
さ
れ
る
区
分
地
上
権
に
準
ず
る
地
役
権
の
評
価

を
参
考
と
し
て
い
ま
す

(財
産
評
価
基
本
通
達
"
も
。

同
通
達
に
お
い
て
は
、
そ
の
承
益
地
に
係
る
制
限
の
内

容
に
従
い
、
｢家
屋
の
建
築
が
全
く
で
き
な
い
場
合
｣
又

は

｢家
屋
の
構
造
、
用
途
等
に
制
限
を
受
け
る
場
△已

に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
上
空
に
占
用
物
件
が
設
置
さ

れ
る
場
合
に
は
、
道
路
法
施
行
令
の
場
所
の
基
準
に
よ
り

五
m
又
は
四
･
五
m
以
上

(歩
道
上
は
二
･
五
m
以
上
)

と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
占
用
物
件
の
下
に
建
築
物
を
設
け

る
こ
と
は
困
難
な
高
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
占
用
料

の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
｢家
屋
の
建
築
が
全
く
で
き
な

い
場
△旦

に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

同
通
達
に
お
い
て
、
｢家
屋
の
建
築
が
全
く
で
き
な

い
場
合
｣
に
は
、
｢
一
〇
〇
分
の
五
0
｣
又
は

｢そ
の

区
分
地
上
権
に
準
ず
る
地
役
権
が
借
地
権
で
あ
る
と
し

た
場
合
に
そ
の
承
益
地
に
適
用
さ
れ
る
借
地
権
割
合
｣

の
い
ず
れ
か
高
い
割
合
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
者
に

つ
い
て
は
、
道
路
上
に
当
て
は
め
て
一
律
に
計
算
し
割

合
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の

｢
一
〇
〇
分
の
五
○
｣
を
上
空
の
修
正
率
と
し
て
用
い

る
こ
と
と
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

○
上
空
の
修
正
率

い＼三

と
し
て
い
ま
す
。

②

地
下
の
修
正
率

地
下
の
修
正
率
に
つ
い
て
は
、
財
産
評
価
基
本
通
達

"
ふ
に
お
い
て
、
地
下
鉄
等
の
ず
い
道
の
所
有
を
目
的

と
し
て
設
定
し
た
区
分
地
上
権
を
評
価
す
る
と
き
に
お

け
る
土
地
価
格
に
対
す
る
区
分
地
上
権
の
割
合
が
一
0

0
分
の
三
○
と
さ
れ
て
い
る

(財
産
評
価
基
本
通
達

"
込
)
こ
と
を
参
考
に
、

○
地
下
の
修
正
率

の＼5

と
し
て
い
ま
す
。

②
高
架
下
等
の
修
正
率

高
架
の
道
路
の
路
面
下
等
に
つ
い
て
は
、
更
地
を
直
接

占
用
す
る
場
合
と
異
な
り
、
道
路
価
格
と
し
て
用
い
る
こ

と
と
な
る
近
傍
類
似
の
土
地
に
お
け
る
最
有
効
使
用
と
比

べ
、
高
架
道
路
が
存
す
る
こ
と
に
よ
る
利
用
制
約
が
大
き



い
こ
と
か
ら
、
現
行
で
は
土
地
の
利
用
制
約
に
よ
る
修
正

率
と
階
数
に
よ
る
修
正
率
を
乗
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
見
直
し
て
い
ま
す
。

①

建
築
物

高
架
下
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
階
数
ご

と
に
修
正
率
を
乗
じ
て
い
た
こ
と
を
改
め
、
建
築
物
を

設
け
る
場
合
の
修
正
率
を
甲
地
、
乙
地
、
丙
地
に
分
け

て
設
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

高
架
下
に
建
築
物
を
設
け
る
場
合
の
修
正
率
の
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
財
産
評
価
基
本
通
達
に
お
け
る
特
別

高
圧
架
空
電
線
の
架
設
等
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る

区
分
地
上
権
に
準
ず
る
地
役
権
の
評
価

("
む
)
を
参

考
と
し
て
、
上
空
利
用
が
制
約
さ
れ
る
場
合
の
土
地
側

に
残
る
便
益
の
割
合
で
あ
る
ミ
図
を
基
本
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
産
評
価
基
本
通
達

("
ム
)
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
高
圧
架
空
電
線
の
架
設
等
が

行
わ
れ
る
の
は
、
通
常
、
土
地
の
利
用
の
程
度
が
低
い

地
方
部
で
あ
り
、
都
市
部
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
土
地
利
用
が
高

度
で
あ
る
甲
地
及
び
乙
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
補
正

し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
、
土
地
利
用
が
高
度
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の

借
地
権
割
合
が
上
昇
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
甲
地
、
乙

地
、
丙
地
に
属
す
る
市
区
町
村
の
代
表
地

(使
用
料
率

調
査
に
お
い
て
採
用
し
た
代
表
地
)
の
借
地
権
割
合
を

参
考
に
補
正
し
、

高
架
下
の
修
正
率

(建
築
物
の
場
合
)

甲
地

り"

乙
地

"
u

丙
地

ミ
5

と
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②

建
築
物
以
外

財
産
評
価
基
本
通
達

("
"

に
お
い
て
、
家
屋
の
建

築
が
全
く
で
き
な
い
場
合
が
一
0
0
分
の
五
0

(土
地
側

に
残
る
便
益
一
〇
〇
分
の
五
0
)
で
あ
る
一
方
、
家
屋
の

構
造
、
用
途
等
に
制
限
を
受
け
る
場
合
が
一
〇
〇
分
の
三

○

(土
地
側
に
残
る
便
益
が
一
〇
0
分
の
七
○
)
で
あ
る

こ
と
を
参
考
に
、
高
架
下
に
お
い
て
平
置
駐
車
場
等
の
建

築
物
以
外
の
も
の
を
占
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
建
物

以
外
の

(平
面
的
な
)
利
用
…建
築
物
の
利
用
=
5
…
7

の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
高
架
下
に
お
け
る
建
築
物
以
外
の
平
面
的

な
利
用
に
つ
い
て
は
、

平
面
利
用
の
修
正
率

い"

を
①
の
そ
れ
ぞ
れ
に
乗
じ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

4

所
在
地
区
分
に
つ
い
て

現
行
の
所
在
地
区
分
に
つ
い
て
は
、
甲
地
、
乙
地
、
丙
地

の
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
区
分
に
応

じ
て
定
額
物
件
の
占
用
料
単
価
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

甲
地
に
つ
い
て
は
、
前
回
改
正
時
も
五
十
万
人
以
上
の

市
と
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
市
町

村
合
併
や
人
口
増
か
ら
大
規
模
市
と
な
っ
た
さ
い
た
ま

市
、
新
潟
市
な
ど
の
大
規
模
市
が
現
行
で
は
甲
地
に
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
占
用
料
単
価
算
定
の
基
礎
と

な
る
道
路
価
格
の
構
成
に
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町

村
合
併
や
人
口
増
に
よ
り
占
用
料
単
価
決
定
後
に
大
規
模
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と
な
っ
た
市
に
つ
い
て
、
占
用
料
単
価
の
見
直
し
を
伴
わ

ず
に
単
に
甲
地
と
し
て
限
定
列
挙
に
追
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
で
す
。

今
般
、
占
用
料
単
価
全
般
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
在
地
区
分
の
甲
地
に
つ
い
て
、
前
述
の
考
え

方
に
新
た
に
該
当
し
て
い
る
市
に
つ
い
て
は
、
甲
地
の
区

分
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○
甲
地
…
都
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
並
び
に
札
幌

市
、
仙
台
市
、
さ
い
た
ま
市
、
千
葉
市
、
船

橋
市
、
八
王
子
市
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相

模
原
市
、
新
潟
市
、
静
岡
市
、
浜
松
市
、
名

古
屋
市
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、
東
大

阪
市
、
神
戸
市
、
姫
路
市
、
岡
山
市
、
広
島

市
、
松
山
市
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
、
熊
本

市
及
び
鹿
児
島
市
の
区
域

○
乙
地

…市
の
区
域
で
甲
地
以
外
の
も
の

○
丙
地
"
町
及
び
村
の
区
域

5

管
径
区
分
に
つ
い
て

地
下
埋
設
管
の
新
た
な
管
径
区
分
と
し
て
は
、
そ
の
占

用
実
態
に
か
ん
が
み
、
現
行
の
六
区
分
を
新
た
に
九
区
分

と
し
ま
す
。

そ
の
際
、
既
存
占
用
物
件
に
係
る
占
用
料
徴
収
事
務
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
、
新
規
に
設
け
る
管
径
区
分
に
つ
い

て
は
、
従
前
の
管
径
区
分
の
一
の
細
分
化
に
よ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

五

改
定
に
よ
る
占
用
料
水
準
の
動
向

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
算
定
し
た
新
た
な
占

用
料
単
価
は
表

(次
頁
参
照
)
の
と
お
り
で
す
。

定
額
物
件
に
っ
て
は
全
体
的
に
水
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
甲
地
に
お
け
る
地
価
下
落
が
大
き
い
こ
と
か

管径区分の細分化

ら
、
甲
地
に
お
け
る
占
用
料
単
価
の
引
き
下
げ
幅
が
、

乙
地
や
丙
地
に
お
け
る
占
用
料
単
価
の
引
き
下
げ
幅

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
在
地
区
分
が
丙
か
ら
乙
に
、
又
は
乙

か
ら
甲
に
変
更
に
な
る
な
ど
し
た
区
域
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
改
定
に
よ
り
占
用
料
単
価
が
上
昇
す
る
ケ
ー

ス
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
定
率
物
件
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
道
路
価

格
と
し
て

｢近
傍
類
似
の
土
地
の
時
価
｣
を
用
い

て
お
り
、
地
価
下
落
の
影
響
が
既
に
毎
年
の
占
用

料
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
定

で
は
使
用
料
率
等
の
変
更
の
影
響
の
み
を
受
け
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
率
物
件
の
前
年
度
の
占
用

料
に
比
べ
、
平
成
二
〇
年
度
以
降
は
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六

お
わ
り
に

現
行
占
用
料
は
平
成
八
年
度
か
ら
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
｢道
路
占
用
料
制
度
に
関
す
る
調
査

検
討
会
｣
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
占
用
料
の
改

定
時
期
に
つ
い
て
、
今
後
は

｢三
年
程
度
ご
と
に

改
定
を
検
討
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
｣
と
さ
れ

て
お
り
、
地
価
の
動
向
や
市
町
村
合
併
の
進
展
状

況
な
ど
を
勘
案
し
て
改
定
の
要
否
を
判
断
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

･外径が0.07 m 未満のもの

･外径が･館“以上 蜘 末満“も“
〕 ←外径が0,1m れ崗のもの

･外径が0.1m 以上01 5 m 未満のもの

･外径が0,15 m 以上0.2 m 未満のもの

雌鶏:錨能辯事務を“〕←外試 掘以上o･4m未満のもの

雑感8知能 撫 駕篭務の〕←外径流.4…以上m未満のもの
外径がlm 以上のもの



表 道路法施行令別表

改正
. ･･‘‘ 単位 占用起

法
第
3
2
柴
第
t
煩
第
t
号
に
掲
げ
る
工
作
物

第1種電柱

1本につ韓
l年

甲増 u oo円
乙地 630円
両地 530円

第2種電柱 翳 ㈱円
丙地

970円
820円

第3濫電柱 翳 鴛円
翳 95O円

粛地
560円
480円

鮒す種電話柱

驚2種電話柱
甲増 競闘円
乙地 9岡円
丙地 760円

第8種電話柱
甲地 名l00円
乙地 1200円
丙地 :boo円

その他の柱頸
甲地 95円

議 66円
48円

共葉竈線その他上空に設ける娘類
蚤さ,mに
つき1年

翳 9円

丙地 鯛
地下に設ける電線その他の蟻類 残 6円

丙地 鯛
路上に設ける変圧器 1園につき

1年 脇 930円

菌地
650円
470円

地下に設ける変圧器
占用南椴1
話につき"

年
愛嬢 6m 円

丙地
340円
280円

褒圧培その他これに報ずるもの及び公
衆電話所 1霊につき

1年
裏鑓 円

円
円

弱便差由箱及び億轡便津田箱 雛 肋円
470円

丙地 400円

広告塔
我示面積1
幅につき,

年

甲地 料,剣円
乙地 れ瑚円
丙地 1,㈱円

その他のもの
占用面額"
礦につ甕1

年

甲地 熊00円
乙地 u oo円
丙地 950円

法
第
3
2
案
餓
1
頼
第
2
号
に
掲
げ
る
物
件

外後が○,07m未満のもの

教さlmに
つき-年

琵簸 袋父濁
甲地 57円
乙地 34円
丙地 29円

外径が0.07m以上○.1m未満のも

外径が0.1m以上○.15m未満のも
甲増 85円
乙増 5-円
丙地 43円

外経が0,16m以上の0,2m未満の
もの

鸚 llo円
67円

丙地 57円
甲地 l刃円
乙地 loo円
丙地 86円

外佳が○.2m以上0,3m未満のもの

外径が○,3m以上○.4m末篝のもの 鸚 2鱒円

丙地
130円
円0円

外経が○,4m以上○.フm末郷のもの 鸚 4⑧円

丙均
240円
200円

外怪が○,7m以上1m未満のもの
甲煌 570円
乙地 340円
関地 盤0円
甲堆 い閲円
乙増 670円
丙地 570円

外径が1m以上のもの

法第32条館1項第S号及び鍔4号に掲げる施設

椚につ禮"

甲地 もgoo円
乙増 M OO円
丙地 950円

法
第
3
2
集
第
1
項
第
5
号

に
掲
げ
る
施
設

地下街及び地下窒嚢 鰹 忘 "n〔M甕奨隻もて‘【L"
こ0,008を乗じて待た額

上空に設ける遍路 翳 れ2の円

菌熔
l,000円
5lo円

地下に設ける通路
甲増 4追加円
乙増 GOO円
丙地 310円

その他のもの
甲増 熊00円
乙堆 い00円
丙増 960円

法
第
9
2
条
第
1
頌
第
6
号

に
掲
げ
る
施
設

揉礼、緩日その他の催uこ醸し、一時
的に設けるもの

占用圀嶽l甲地 f40円

乙増 20円

寶地 lo円

その他のもの
占用園横l甲地 M OO円

乙地 200円

丙増 す団円

現行
占用物件 単位 占用料

法
第
3
2
条
第
1
項
第
乍
号
に
掲
げ
る
工
作
物

第1樋電柱

l本につき
1年

甲
Z
丙

2200円
1,0脚円
770円

第2粗電柱
鰯
勘
覇

3,400円
1β鱒円

軸
拗
圏
剛
捌
繃

4,700円
2,200円
M OO円
2,禰円
930円
690円

第G種電柱

第1濫電話柱

辯2種電話柱
和【科【芻H

甲
乙
丙

3200円
もめ0円
tloo円

第3種霊話柱 婁賀 4,与り0円
雛00円

その他の柱頴
劉門藝ハ薊杙

甲
乙
丙

72円
63円

共禦電線その他上空に設ける綜顫
長さlmに

薊内報自転H

甲
乙
丙

20円
lo円
7円

地下に設ける證紙その他の線頬
つき1年靴 ID円

丙地 溜
路上に設ける変圧器 1圏につ奪

1埣
甲地 -拶鱒円
乙地 700円
丙地 620円

地下に設ける変圧器
占用面積l
幅につ甕1

甲地 1,000円
乙地 480円
再地 盤0円

変圧培その他これに類するもの及び公
衆碇辞所 1留につき

1年

甲地 3,IOQ円
Z地 1,400円
丙地 亀loo円
朝地 l,GOO円
乙地 600円
声地 450円

郵便豊田箱及び偏笹便韓出箱

広告塔
裏派面斌1
覊につぬ1

甲地 26.000円
乙地 4,400円
閃地 い凹円

その他のもの
占用面載1甲地 3,loo円

Z地 =㈱円
円地 M O0、円法

第
3
2
条
第
1
項
第
2
特
に
掲
げ
る
物

件
外径が○.1m未潟のもの

つきl年

艶 -㈱
丙地

48円
38円

外径がQ 1m以上0.16m未満のも 髪逡 1飜
丙地

72円
63円

外径が○.15m以上の0.2m末賤の
もの

甲地 200円
Z地 95円
両地 7l円

翳 41O円
190円

丙地 140円
外径が○,2m以上Q 4m未溝のもの

外径が○,4m以上1m未溺のもの
甲地 f,斜め円
乙地 480円
丙増 360円

外桜が1m以上のもの
甲地 20
乙地 9
丙地 7

0円
0円
0円

法第32条第1項第3号及び第4号に掲げる施設

年

鸚 臘園
斜" ^̂ 中̂堅:もと嵩ん法

第
3
2
条
節
"
頃
第
5
号

に
掲
げ
る
施
設

l階数ゐ
地下街及び地下室1風熟め

1のもの
AI“nnnK券霊匹て得れ2のあの
ムー"n -̂▲▲二utこ÷

甲増 l7,“
乙地 2,80
丙地 71

円
円
円

上空に設ける通路

地下に設ける通路 覆 りo

両地
1-50
36

円
円
門

その他のもの
服地 3.-00円
乙地 1,400円
丙堆 い節円

法
第
3
2
条
第
1
項
第
6
号

に
掲
げ
る
施
設

緑礼、維日捌こ隊し、 e嚇し;‐敬する
もの

占用団域"
柄につ漣1

甲増 260円

乙増 44円

丙地 = 円

その他のもの
占用面積1
幅につめ1
月

甲増 2,600円

乙増 440円

看板(アーチであ
るものを唸く。)

一時的に設けるも裁示圏横1
幅につ湾l
月

甲地 鯖00円

乙地 440円

両地 = 0円

その他のもの ハ.【"-話につき1
年

中地 ンn川副円
乙地 4400円

u 00円肉地



;首分〒ヤ つnnR 1 つく

改正
占用地件 騨位 占用鵤

筋
ァ
築
舘
1
号
に
蝸
け
る
物
件

罨騒(アーチであ
をものを輪〈“)

ー蹄的に設けるも 形につきl
甲地 l行脚円

乙地 200円

肉地 l閲円

その他のもの 需につぬl
中地 14000円
乙購 2舐め円
丙地 IPくめ円

檄鞭 淀本につ戦
l年 鸚 も鱒円

賀餓
800円
760円

籏ぎお

無礼.撥日その他
の億しに醸し、一
時的に設けるもの

I率につ鯵
l日

中絶 -40円

乙地 20円

丙地 lo円

モの他のもの -*につ越
1月

中地 M OO円

乙地 200円

丙地 -閲円

弼(第フ条館2号に
掲げる工事用施設
であるものを餘
く◇)

祭礼、縁日その他
の領しに醸し、一
締約に設けるもの

モの密筏i
椚につき"
日

中地 140円

乙地 20円

その燧のもの
モの箇犢l郎地 M OO円

乙地 2閲円

西地 too円

アーチ

車道を横断するも

-萬に?倉
1月

甲地 国.はめ円

乙地 名000円

その他のもの
平地 7,200円

乙地 1,鱒円

西地 朝0円

第7条館2号に掲げる工事用施戯波野岡条第3号
に難ずる工事糟材料

占厩濁犢,

中地 “節円

乙増 2鱒円

第7張筋4号に掲げ盃仮般遡縦物及び同条第6号
に掲げる施設

----｣′だ
円

甲櫨 -鱒円

乙地 -lo円

国則に萬群
離け園けγ
辯も箕も銀
薹舶芻鼬餌
奪較7設◇
埠熟月鎖月
びにびl:

踵携幼

年

平地ハ
乙地 A

鴎
乙地 A

0.0細を乗じて剥た蛔
00純を感じて得た顱
00総を禦堅工垈犠虐餓
○鱒6を乗じて獨た籤
001を轉じて待た獺その他のもの

婁繊
丙地 A

A

讃
肉地 A

橇祟じて掲た
4を蛾じて轉た
8を禁じて鳩た
6を難じて得を

韻叢難
4を娘じて滑た
8亭蟆t:て掘れ

綴

鑿

輯離
上空、トンネルの上又は高獺の道隣の廃
園下に鼓けるもの

その韓のもの
筋7銭筋9覊【閼"手心圏興

上空、トンネルの上入時 濕園醐單圏畑
務益若しくは園職騨専用道蔑(蘂鰻のものに限

る妻の路圏下に設けるもの

損きく翰)
2所在地とは、占用筋杵の脈を地をいい、モの区分は.次のとおりとし、各年罠の勘日韓に占用觴件
の所在粕の区分に費鶏があった璃合は、輻臼におけるその腿分によるものとする"
イ中途鰐の掎群区の序する区域並びに札鏡市.仙台耶,さいたま中,千賞帶、船稜癖、八王子蒋.横擬市J I閥市、相攪鯨市、婚渇市、鰤園市、鋲撥帯、名言顫市、激郛市,大騷市.堺市、京大瀕穢,神戸市、雄鶏帝、園山市、広島搬,松山帝、北九州難,濯園市、総本部及び鹿奥島事の区蟷をいう“
□"八 (鴎)
3~ 8 (駿)
7 Aは.近鋳預鐐の土地{緘7銭鰓-○母及び第=拶に掲げる鮠餓について麺銹に鰡の土地が
存しない増合には、立地集椿、収逡性鰔土地鰯特輯皮上の麓襄無“類似した土地)の鱒鯆を蝕ず
ものとする。
88 (韓)

現行
占用物件 軍檢 占用銭

筋
7
条
繍
1
号
に
掲
げ
る
機
体

灘廉 -*につ8甲地 2,纖 円
Z地 LIOO円
質蝋 8関門

旗ざお

祭礼、餓日等に隊
し、一時的に設け
るもの

1事につ奪
1日

甲地 260円

乙地 44円

丙地 = 円

その他のもの -*につ会
1劉

中地 2,GOO円

Z地 440円

丙地 斜0円

鰓(第7兼館2号に
掲げる工事用施設
であるものを餘
くる)

祭礼、薄日鉾に隊
し、一時的に設け
るもの

その髓鑓-甲地
第0円

乙地 44円

菌地 = 円

その他のもの 稿につ隧"
甲地 2,8鱒円

乙地 440円

アーチ

車道を横断するも

t護につ会
l円

中地 観…円

乙地 婦鱒円

円趨 い閲円

その他のもの
解地 “,桝 円

乙地 22飼円

丙地 540円

帥7錢鰻2号に掲げる工事用範蛾及び崗斂銹3号
に無げる工事用材群

占用鯛鐵-

中盤 ZSOO円

乙地 440円

辯7榮餓4号に嚢ける仮餓鱸禁物及び同条第5号
に掲げる施鰻

"=-、ゾヒー
月

甲地 3約円

Z地 f40円

丙即 刻0円

讓箏
譜簸
号6

滕
鸚
蝮莪
務
麟に

趨織物

盛数が1のもの

話につ81

中将
乙舞
丙褒

Al
Al

0脚5を嫌
0脚8を巣て鶏

角
翁

中舞
乙褒
丙歩

0.鱒6を嬢
0、的9を鰊
Qollを築莪

た
た
た

強数が2のもの

轄強が3のもの
甲奎
乙ま
丙炎

QO08を嚥
ooliを菓
0.0抵を繁て淺

た
淡
た蝮

聴轍が4以上のも 叩;
乙$
丙炎

8讓簑炙8

その他のもの
甲獺
乙増
閃鑓

0即5を;
0脚6を;

て
て
細
劉
た
れ

鮴7象帥8勢 掲げる國興 0018を; て科た
粥
7̂
欺
鰡
8
毎
及
び
第
1
0
局

掲
げ
る
施
毀 上空、トンネルの上又は高遠目勤中國

道著しくは目轆車騨

駐效が1のもの 鬘纖 G鱒Sを!
0脚6綏;

じて
じて耗素

裝奏
覊
乙刻

國

○飾6を舞
Q節9を野
Qollを舞
0脚8を郷
001lを襲
QOl5を夕i
0脚9を“i
○.013を熨

じて

遼
じて
じて
胚
じて
じて

貰

た

鴦
秀
寮
参

賊皷が2のもの

用道聽(高顔のもG
に綴る.)の筋糞下
に籤けるもの

麟舳が3のもの

賤斂が4以上のも

8を歩じてその蛙のもの

鱈舞◎
2所在地とは,占用潮秤の所在増をいい、その区分は.次のとおりと｣各年度の初口徐に占用甑件
の所在地の区分に糞更があつた艫合は、岡目に右けるモの自分によるものとする.
イ陣地擬の搏群区の寵する区域豊頃増し蝮祁誰鏡台市、千蒲癪鮨樒市.--胸市、鎭紙幣、繹償縣薇、嫌訟市、名古麗市、京離郷、大師帝、甥市、*大阪市、神戸市、岡山市、広島市、北九枡席、精圀難、城中市及び鹿児島市の区嫁副･うり
ロ.′、(蟻)
3~6 (鴎)
7 Aは、磁瞬願似のま蛤(辯7条灘9乃及び第10号に掲げる地戯について近傍に蟻優の土地が
存しない鳩合には、立地条件、収整韓等土地恆樒悠威上の慥襲絲が舶徴した土地)の崎蛭を毀す
ものとする.
8粉 (崎)



繍
臟
事
業
等
瀞
藁
葉
嚢
讓
薹

Q
&
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
道
路
局
所
管
国
庫
補
助
事
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
国

一

…
庫
債
務
負
担
行
為
制
度
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
各
々

④

…
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
か

　
　
　
　
　
　
　
　

国
の
歳
出
予
算
は
財
政
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

｢会
計
年
度
独
立
の
原
則
｣
に
従
い
、
当
該
年
度
の
債
務

に
つ
い
て
負
担
す
る
経
費
の
支
出
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
予
算
制
度
の
特
例
と
し
て
、
国
が
翌
年
度
以
降

に
わ
た
っ
て
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
年
度
の

経
費
の
支
出
が
保
証
さ
れ
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
制
度

(以
下

｢国
債
｣
と
い
う
。)
が
同
法
第
十
五
条
の
規
定
に

よ
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
局
所
管
国
庫
補
助
事
業

で
は
工
事
国
債
、
用
地
国
債
、
用
地
補
償
国
債
の
活
用
が

可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
制
度
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
道
路
局
所
管
国
庫
補
助
事
業
に
限
ら
ず
、
国
の

直
轄
事
業
及
び
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る

国
の
債
務
負
担
の
増
大
に
よ
り
、
国
の
予
算
の
硬
直
化
、

ひ
い
て
は
財
政
の
不
安
定
等
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
債
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
殊
な
工
法
に
よ
る

事
業
や
比
較
的
多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
大
規
模
事
業
を

対
象
と
す
る
な
ど
、
抑
制
的
か
つ
限
定
的
に
運
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

国
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
相
当
の
効
果
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

1

工
事
国
債

ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等
の
大
規
模
工
事
等
で
工
期
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
一
括
発
注
す
る
こ
と
が

適
当
な
も
の
を
対
象
と
し
て
お
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
条

件
の
も
と
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

④
対
象
事
業

道
路
改
築
事
業
、
特
殊
改
良
一
種
事
業
、
共
同
溝
設
置

事
業
、
自
転
車
道
整
備
事
業
、
踏
切
除
却
･改
良
事
業
、

公
共
交
通
機
関
支
援
事
業
、
沿
道
環
境
改
善
事
業
及
び
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

②

計
上
で
き
る
費
用

本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、
事
務
費

③

年
限
等

年
限
は
、
二
箇
年
度
又
は
三
箇
年
度
。
た
だ
し
、
交
通

安
全
施
設
等
整
備
事
業
は
二
箇
年
度

(自
動
車
駐
車
場
は

四
箇
年
度
以
内
)。

年
割
額
の
設
定
の
考
え
方
は
、
工
事
の
出
来
高
予
定
額

に
応
じ
た
支
払
額
を
計
上
す
る
が
、
概
算
払

(
一
割
保
留
)

と
の
関
係
に
よ
り
、
仮
に
二
箇
年
国
債
の
年
割
額
を
設

定
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
初
年
度
に
六
0
%
の
出
来
高
が

上
が
る
と
し
た
ら
、
そ
の
年
割
額
は
、
QO
X
り＼:
=
総
論

で
あ
り
、
次
年
度
に
つ
い
て
は
残
り
の
四
0
%
の
出
来
高

と
な
る
た
め
、
そ
の
年
割
額
は
、
8
×
-≧
O
十
全
O
X

-"
]旨
参
謀
と
な
る
。

ま
た
、
前
金
払
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
出
来
高
予

定
額
に
対
し
前
金
払
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
で
支

払
う
こ
と
と
な
る
。

④
ゼ
ロ
工
事
国
債

工
事
国
債
の
う
ち
設
定
年
度
の
年
割
額
が
ゼ
ロ
で
翌
年

度
に
全
額
計
上
す
る
も
の
を

｢ゼ
ロ
工
事
国
債
｣
と
呼
ん

で
い
る
。

ゼ
ロ
工
事
国
債
は
、
年
度
途
中
に
景
気
対
策
と
し
て
公

共
事
業
費
の
追
加
を
行
う
よ
う
な
場
合
に
設
定
さ
れ
る
も



の
で
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
端
境
期

(四
月
~

①
対
象
事
業

五
月
)
の
仕
事
量
が
確
保
で
き
、
年
間
事
業
量
の
平
準
化

道
路
改
築
事
業
、
特
殊
改
良
一
種
事
業
、
自
転
車
道
整

が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
事
業
者
か
ら
事
業
を
請
け
負
っ
た

備
事
業
、
踏
切
除
却
.改
良
事
業
、
公
共
交
通
機
関
支
援

業
者
は
、
国
費
の
支
払
い
が
な
く
て
も
工
事
の
着
工
を
行

事
業
、
沿
道
環
境
改
善
事
業
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

う
こ
と
と
な
る
の
で
、
需
要
の
拡
大
効
果
が
あ
る
。

業

2

用
地
国
債

補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、

地
価
が
著
し
く
高
騰
し
又
は
移
転
を
要
す
る
物
件
が
多
数

建
設
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
数
年
後
に
取
得
す
る
こ

と
が
著
し
く
不
利
又
は
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

等
の
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
用
地
先
行
取
得
者

(土
地

開
発
公
社
等
)
が
あ
ら
か
じ
め
当
該
土
地
を
買
い
取
っ
て

お
き
、
翌
年
度
以
降
に
、
地
方
公
共
団
体
等
の
事
業
施
行

者
が
先
行
取
得
者
か
ら
土
地
を
買
い
入
れ
る
制
度
で
あ

る
。な

お
、
地
権
者
の
状
況
又
は
面
的
事
業
の
特
性
等
か
ら

判
断
し
て
一
括
し
て
取
得
す
る
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

り
、
後
年
度
に
取
得
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
利
又
は
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
弾
力
的
取
扱
い

を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
用
地
先
行
取
得
が
で
き
る
の
は
、

特
別
会
計
を
設
け
た
地
方
公
共
団
体
又
は
土
地
開
発
公
社

等
が
土
地
を
取
得
す
る
場
合
で
あ
り
、
主
に
次
の
よ
う
な

条
件
の
も
と
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

②
計
上
で
き
る
費
用

土
地
の
取
得
費
、
補
償
費
、
事
務
費
等
、
直
接
管
理
費
、

利
子
支
払
額

※

補
償
費
に
つ
い
て
は
そ
の
先
行
取
得
に
か
か
る

土
地
の
取
得
と
一
体
と
し
て
行
う
建
物
等
の
移
転

補
償
費
で
あ
る
こ
と
o

③
年
限
等

五
箇
年
度
以
内
。

設
定
年
度
に
お
い
て
、先
行
取
得
者
が
土
地
を
取
得
し
、

翌
年
度
以
降
四
箇
年
度
以

内
に
お
い
て
元
本
を
均
等
で

償
還
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

当
該
箇
所
の
供
用
開
始
時
点
に
は
、
原
則
と
し
て
再
取

得
が
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3

用
地
補
償
国
債

移
転
対
象
物
件
の
規
模
、
状
況
等
に
よ
り
、
事
業
用
地

取
得
に
関
す
る
土
地
売
買
契
約
等
の
締
結
か
ら
、
当
該
土

地
の
引
き
渡
し
等
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
二
箇
年
度
以
上
の

期
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
め
明
ら
か
な
用
地
補
償
に
つ
い

て
、
国
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
一
括
契
約
を
可
能
と

し
、
用
地
補
償
業
務
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
制
度
で
あ

り
、主
に
次
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

①
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
土
地
の
取

得
又
は
使
用
に
伴
い
移
転
を
必
要

と
す
る
建
物
等

が
存
在
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
o

②
移
転
を
必
要
と
す
る
建
物
等
の
移
転
完
了
ま
で
の

期
間
が
一
年
を
越
え
原
則
と
し
て
五
年
以
内
の
建
物

等
が
在
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
。

③
移
転
工
法
の
検
討
、
地
権
者
と
の
調
整
が
事
前
に

充
分
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

④

算
出
す
る
補
償
金
額
は
正
当
な
補
償
金
額
で
あ

り
、
要
望
の
算
出
金
額
と
契
約
締
結
時
の
補
償
金

額
に
は
原
則
と
し
て
相
違
は
生
じ
な
い
こ
と
。

③
支
払
方
法
等
は
事
前
に
地
権
者
の
理
解
を
得
て
い

る
こ
、と
。

年
割
額
に
つ
い
て
は
、
土
地
売
買
契
約
等
を
締
結

し
た
年
度

(行
為
年
度
)
に
前
払
金

(七
割
限
度
)

を
、
移
転
完
了
年
度

會
最
終
年
度
)
に
残
額
を
支
払

う
も
の
と
す
る
が
、
移
転
物
件
の
移
転
工
事
行
程
、

地
権
者
の
資
金
事
情
等
を
勘
案
し
て
、
最
終
年
度
以

前
の
各
年
度
に
前
金
を
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
る
。



【参 考】

◆ 工事国債く例〉

5 4 4 6
設定年度

.
2 箇年度目

.
　
　
　

　
↓ ↓ @① ↑③ ⑤

e 一｣ -▲◎ --一二÷÷ ◎

事業者

業者 ◎｢参÷÷◎-一言三

① 事業者は業者と請負契約 (100の契約) し、前払金を支払う

② 業者はトンネル等の工事を施工

③ 事業者は出来高を確認し、初年度設定額の残額 (54 - 前払金) を支払う

④ 業者は初年度に引き続き工事を施工

⑤ 事業者は成果品 (トンネル等) の引渡しを受け、 2 箇年度目設定額の範囲内

で精算金 (4 6 ) を支払う
※ 年度が 3 箇年度以上にまたがる場合は、 中間年度において、 部分払いを行う

◆ 用地国債く例〉

事業者 l
設期零度

-
2箇

2
銃
5
度目

I
3箇

2
年
5
度目

I
4箇

2
年
6
度目

i
6箇
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隼
5
度目

l
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①

針“◎@÷や e観三一◎
⑤豊÷→◎

③
先行取得者 ?②

“◎- →◎- →◎- →◎
地権者

↑④
　　　　　

① 設於疋年度において、事業者は先行取得者に用地費 (補償費等含む) 10 0 の取得を

依頼 (事業者と先行取得者で契約等)

② 設定年度において、先行取得者は地権者と用地交渉 (先行取得者と地権者間

で契約)

③ 地権者は物件を撤去するなど、更地にする

④ 地権者は先行取得者に用地を引渡し、 先行取得者が自己資金を調達して一度

用地を取得する

⑤ 2 箇年度目以降、 事業者は年割りに従って用地費等を支払い、 先行取得者か

ら用地を再取得する

◆ 用地補償国債く例〉

2 度目
7 0 3 0

設定年 年度　　　
　 　 　

　　　
　 　

gノ① ③
e ◆◎

事業者

地権者 e
②

① 国は地権者と用地交渉し、 契約。 前払金として 7 0 を支払う

② 地権者は大規模物件等を撤去し、 更地にする

③ 地権者は用地を事業者へ引渡し、 事業者は精算金 3 0 を支払う

※ 年度が 3 箇年度以上にまたがる場合は、 年割りは最終年度原則 3 0 固定で、

地権者との協議による
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大
野
係
員

て
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む
を
得

編

と
す
る
要
件
を
適
用
除
外
す
る
ん
で
し
た
ね
。

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

鞠
坂
上
係
員

そ
う
ね
。
具
体
的
に
は
、
｢道
路
の
敷
地
外
に
余
地

(ぶ
つ
ぶ
つ
)
あ
、
坂
上
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
上
係
員

大
野
く
ん
、
お
は
よ
う
。
朝
か
ら
何
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ

て
る
の
よ
。

大
野
係
員

今
日
の
朝
、
駅
か
ら
歩
い
て
い
て
気
付
い
た
ん
で
す

け
ど
、途
中
の
歩
道
上
に
ベ
ン
チ
が
置
い
て
あ
る
ん
で
す
。

確
か
に
あ
そ
こ
に
ベ
ン
チ
が
あ
る
と
便
利
な
ん
で
す
け

ど
、
ま
わ
り
を
見
る
と
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い

た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
と
は
思
え
な
い
状
況
な
ん
で

す
よ
。
道
路
管
理
者
が
設
け
た
道
路
附
属
物
で
は
な
い
よ

う
な
の
で
、
も
し
か
し
て
あ
の
ベ
ン
チ
は
占
用
許
可
を
受

け
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
。

坂
上
係
員

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
、
大
野
く
ん
。
確
か
に
道
路
法

(以
下
、
法
)
に
は
、
道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
と
し

て
、
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む
を
得

が
な
い
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
｣
に
占
用
許
可
を
限

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
無
余
地
性

定
す
る
と
い
う
許
可
基
準
の
適
用
除
外
を
規
定
し
て
い

の
要
件
と
い
う
も
の
が
規
定
し
て
あ
る
わ
ね
。
(資
料

1
参
照
)
で
も
、
こ
の
間
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
無
余

地
性
の
要
件
を
適
用
除
外
す
る
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
り
･

大
野
係
員

う
っ
、
そ
、
そ
う
な
ん
で
し
た
っ
け
?

坂
上
係
員

も
し
か
し
て
大
野
く
ん
こ
の
間
の
法
改
正
を
知
ら
な

い
な
ん
て
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

大
野
係
員

ま
、
ま
さ
か
。
ち
ょ
っ
と
忘
れ
て
た
だ
け
で
す
よ
。

少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
思
い
出
し
ま
す
か
ら
。

坂
上
係
員

定
す
る
と
い
う
許
可
基
準
の
適
用
除
外
を
規
定
し
て
い

る
法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上

を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
等
が
設
け
る
並
木
、
街
灯
等
が
第
二
号
と
し

て
追
加
さ
れ
た
の
よ
ね

(資
料
1
参
照
)。
じ
や
あ
大

野
く
ん
、
こ
の
無
余
地
性
の
要
件
の
適
用
除
外
の
対
象

と
な
る
物
件
は
並
木
、
街
灯
以
外
に
は
ど
う
い
っ
た
も

の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
し
ら
?

大
野
係
員

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
で
は
、
並
木
、
街
灯

そ
の
他
道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る

こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又

は
施
設
と
規
定
さ
れ
て
ま
す
ね
。
そ
し
て
こ
の
条
文
を

受
け
て
道
路
法
施
行
令
第
十
六
条
の
二
で
、

一

歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ
又
は
そ

の
上
屋



二

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

三

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
自
転
車
駐
車

場
で
あ
っ
て
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び

自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る

法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
七
号
)
第
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
計
画
に
そ
の
整
備
に

関
す
る
事
業
の
概
要
が
定
め
ら
れ
た
も
の

と
定
め
ら
れ
て
ま
す

(資
料
2
参
照
◇
。

坂
上
係
員

そ
う
。
忘
れ
ち
ゃ
ダ
メ
よ
。
じ
ゃ
あ
次
に
、
占
用
主

体
は
ど
う
い
っ
た
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
。

大
野
係
員

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
は
、
ま
ず
道
路
交

通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
(平
成
十
年
法
律
第
七
号
)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ

の
他
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
と
い
う
規
定
が
あ

り
ま
す
ね
。
具
体
的
に
は
、
道
路
の
清
掃
、
美
化
、
緑

化
活
動
等
の
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
が
定
款
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人

(資
料
3
参
昭
･
又
は
民
法
第
三
十

四
条
に
規
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人

(資
料
4
参

照
)
が
想
定
さ
れ
ま
す
ね
。
ま
た
、
法
第
三
十
三
条
第

二
項
第
二
号
に
は
前
記
の
他
に

｢こ
れ
に
準
ず
る
も
の

と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
｣
と
い
う
規
定
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
道
路
法
施
行
規
則
第
四

条
の
四
の
九
に
お
い
て
、

一

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社

団
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、

道
路
の
清
掃
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

二

前
号
に
か
か
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
交
通
環

境
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る

活
動
を
実
施
す
る
社
団
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者

が
指
定
し
た
も
の

と
規
定
し
て
い
ま
す

(資
料
5
参
照
)。
一
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
は
、
地
域
住
民
の
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
等
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
選
任
に
関
す
る

事
項
及
び
道
路
の
清
掃
を
行
う
こ
と
が
当
該
社
団
の
規

約
等
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
想
定
さ
れ
ま
す
ね
。

二
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
地
域
住
民
の
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
者
又
は
地

方
公
共
団
体
と
の
協
定
等
に
よ
り
道
路
管
理
者
と
協
力

し
て
、
道
路
の
美
化
、
緑
化
活
動
等
を
実
施
す
る
も
の

と
し
て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

坂
上
係
員

そ
う
ね
。

渡
邊
課
長

二
人
と
も
、
九
月
二
十
八
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道

路
法
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等

に
よ
る
道
路
占
用
の
特
例
制
度
に
つ
い
て
は
だ
い
ぶ
整

理
で
き
た
よ
う
だ
ね
。
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
等
が
道
路
を
占
用
し
て
設
け
る
並
木
、
街
灯
等
に
つ

い
て
は
、
道
路
の
管
理
上
、
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設

け
る
こ
と
が
本
来
は
望
ま
し
い
も
の
も
あ
る
ん
だ
け
れ

ど
、
改
正
前
の
道
路
法
で
は
原
則
と
し
て
、
無
余
地
性

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
し
か
道
路
の
占
用
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
。
今
回
の
道
路
法
改
正
は
、
道
路

交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
が
設
け
る
並
木
、
街
灯

等
の
道
路
占
用
に
つ
い
て
は
、
無
余
地
性
の
要
件
を
適

用
除
外
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
よ
り

積
極
的
に
道
路
の
区
域
内
に
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施

設
等
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
言
え
る
ね
。
大
野
く
ん
も
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
お
く

よ
う
に
。

大
野
係
員

は
、
は
い
。

坂
上
係
員

さ
あ
、
気
付
い
た
ら
も
う
お
昼
休
み
ね
。
近
く
の
パ

ス
タ
屋
さ
ん
で
ク
リ
ス
マ
ス
前
限
定
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

を
や
っ
て
る
み
た
い
だ
か
ら
、
大
野
く
ん
行
か
な
い
?

大
野
係
員

そ
、
そ
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
坂
上
さ
ん
ク
リ
ス
マ

ス
当
日
は
予
定
あ
る
ん
で
す
か
?

よ
、
よ
、
よ
か
っ

た
ら
ご
飯
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん
か
?
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坂
上
係
員

(何
か
緊
張
し
て
る
わ
ね
)

そ
う
ね
、
大
野
く
ん
以
外
に
行
く
人
が
い
な
く
て
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
の
み
い
い
わ
よ
。

大
野
係
員

や
む
を
得
な
い
場
合
で
す
か
ー
。

資
料
ー

道
路
法
第
三
十
三
条

道
路
管
理
者
は
道
路
の
占
用
が
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
同
上
第
二
項
第
二
号
か

ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
同
上
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

次
に
掲
げ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項

の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

略

一
一
前
条
第

一
項
第
一
号
、
第
四
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
工
作

物
、
物
件
又
は
施
設
の
う
ち
、
並
木
、
街
灯
そ
の
他
道
路

(高

速
自
動
車
国
道
及
び
第
四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専

用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
管
理
上
当

該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図

る
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(平
成
十
年
法
律
第
七
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非

(無
余
地
性
の
要
件
は
除
外
さ
れ
な
い
の
か
ー
)

(こ
の
頃
終
わ
り
)

営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
が
設
け

る
も
の

資
料
2

道
路
法
施
行
令
第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は

施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

歩
行
者
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
ベ
ン
チ
又
は
そ
の
上
屋

二

花
壇
そ
の
他
道
路
の
緑
化
の
た
め
の
施
設

三

高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
自
転
車
駐
車
場
で
あ
っ
て
、

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総

合
的
推
進
に
関
す
る
法
律

(昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
七
号
)

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
計
画
に
そ
の
整
備
に
関
す
る

事
業
の
概
要
が
定
め
ら
れ
た
も
の

資
料
4

民
法
第
三
十
四
条

学
術
、
芸
術
、
事
前
、
祭
祁
、
宗
教
そ
の
他
の
公
益
に
関
す

団
又
は
財
団
で
あ
っ
て
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
は
、
主

庁
の
許
可
を
得
て
法
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

資
料
3

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
二
条

略

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢特
定
非
営
利
活
動
法
人
｣
と
は
特
定
非

営
利
活
動
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

社
員
の
資
格
の
得
喪
に
関
し
て
、
不
当
な
条
件
を
付
さ
な

い
こ
と
。

ロ

役
員
の
う
ち
報
酬
を
受
け
る
者
の
数
が
、
役
員
総
数
の
三

分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
o

二

そ
の
行
う
活
動
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
る

こ
、と
o

イ

宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
及
び
信
者
を
教

化
育
成
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

ロ

政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

ハ

特
定
の
公
職

(公
職
選
挙
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
)

第
三
条
に
規
定
す
る
公
職
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
候
補
者

(当
該
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
)
若
し
く
は
公
職

に
あ
る
者
又
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
反

対
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
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資
料
5

道
路
法
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
っ
て
、

代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
道
路
の
清
掃
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
活
動
を
実
施
す
る
社
団
で
あ

っ
て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の



中
部
地
方
整
備
局
路
頭
課
の
取
組
み

中
部
地
方
整
備
局
道
路
都
路
政
課

中
根

裕
樹

一
概
要

中
部
地
方
整
備
局
道
路
部
は
静
岡
県
、
愛
知
県
、
岐
阜

県
、
三
重
県
及
び
長
野
県
の
南
部
を
管
轄
し
て
お
り
、
そ

の
管
理
延
長
は
約
一
、七
七
五
鬮
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

中
部
の
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
進
ん

で
お
り
、
三
年
前
の
愛
知
万
博
に
あ
わ
せ
て
多
く
の
環
状

道
路
や
高
速
道
路
が
供
用
さ
れ
、
最
近
で
も
中
部
縦
貫
自

動
車
道
の
一
部
や
近
々
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
通
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
部
地
方
と
北
陸
地
方
の

交
流
が
さ
ら
に
緊
密
な
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
道
路
が
開
通
す
れ
ば
道
路
管
理
の
事
務
も

量
的
に
増
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
管
理
の
内
容

も
施
設
の
高
度
化
な
ど
か
ら
複
雑
か
つ
困
難
な
も
の
と
な

っ
て
来
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

担
当
す
る
職
員
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
管

理
担
当
職
員
一
人
一
人
の
業
務
は
増
加
し
責
任
も
年
々
重

大
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
効
率

的
に
埋
設
物
件
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
さ

ら
に
現
場
の
職
員
の
一
人
一
人
の
個
人
的
な
経
験
や
知
識

に
頼
る
ば
か
り
で
な
く

(経
験
･
知
識
は
非
常
に
大
切
な

も
の
で
す
が
)、
占
用
許
可
事
務
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
初
心
者
で
も
ミ
ス
が
起
こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
本
局

で
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
路
政
課
の
行
っ
て
い
る
広
報
活
動
に
つ
い
て
、
取

り
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
少
し
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。次

に
高
架
下
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
策
定
状
況
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
路
政
課
は
訴
訟
や
管
理
瑕
疵
の
事
務
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
が
、
道
路
管
理
瑕
疵
を
原
因
と
し
た
訴
訟
や

調
停
は
年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
年
の
判
例

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
の
想
定
が
可

能
に
な
り
示
談
で
解
決
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
で
す
が
、
反
面
、
そ
の
処
理
を
行
う
た
め

に
は
行
政
と
し
て
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
判
断
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
管
理
瑕
疵
の
事
務
も
年
々
困
難
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
主
に
事
務
所
に
お
い
て
ご
意
見
や
苦
情
の
事
務

に
職
員
が
忙
殺
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
職
員
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

対
応
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
こ
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れ
ら
に
つ
い
て
も
何
か
手
だ
て
は
な
い
も
の
か
、
現
在
検

は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
に
つ
い
て

に
ど
の
よ
う
な
占
用
物
件
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
か
把
握
す

討
を
し
て
お
り
、
次
回
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
の
導
入
が
な
さ
れ
、
コ
ン
ビ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
道
路
台
帳
補
助
簿
と
呼
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二

埋
設
占
用
物
件
の
把
握

(占
用
物
件
の
事
故
防
止
)
の
た
め
に

1

埋
設
物
件
に
係
る
事
故

道
路
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
物
件
は
、
電
力
、
ガ

ス
、
水
道
、
電
話
線
、
上
水
道
、
下
水
道
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
多
種
多
様
な
も
の
に
及
び
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
民
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
施
設
で
あ
り
、
と
き
に

｢
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
｣
と
い

う
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

｢ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
｣
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ら
が
切
断
さ
れ
る
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

は
、
ガ
ス
で
あ
れ
ば
大
爆
発
の
よ
う
な
重
大
な
事
故
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
大
事
故
に

至
ら
な
い
場
合
で
も
電
話
回
線
が
数
時
間
不
通
に
な
る
な

ど
、
付
近
の
住
民
の
生
活
に
重
大
な
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
り
、
切
断
に
よ
る
社
会
的
影
響
は
大
き
い
も
の
と
言

え
ま
す
。

幸
い
に
し
て
当
局
管
内
で
は
そ
の
よ
う
な
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小

規
模
な
事
故
は
時
々
発
生
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

2

占
用
物
件
の
把
握
の
現
状
と
問
題
点

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
占
用
物
件
の
把
握
に
つ
い
て

は

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
の
導
入
が
な
さ
れ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
完
成
し
て

お
り
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
市
域
に
お
い
て
運
用
が
開

始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
令
指
定
都
市
以
外
の

部
分
に
つ
い
て
は
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
は
存
在
せ
ず
、
各
事
務

所
、
出
張
所
に
お
い
て
図
面
を
用
い
た
管
理

が
行
わ
れ
、
当
該
部
分
の
工
事
を
行
う
際
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
は
そ
の
図
面
を
頼
り
に
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

占
用
物
件
の
中
に
は
非
常
に
古
い
も
の
も

あ
り
、
現
存
す
る
図
面
で
は
そ
の
深
さ
や
管

径
な
ど
が
実
際
の
も
の
と
一
致
し
な
い
も
の

も
多
く
、
さ
ら
に
は
占
用
物
件
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
存
在
す
る
な
ど
、
職

員
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
も
そ
の
把
握
を
行

う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
が
実
態
で
す
。

3

今
回
の
対
策

実
際
に
占
用
工
事

(電
気

･
ガ
ス
･
水
道

等
を
新
た
に
敷
設
す
る
か
交
換
す
る
よ
う
な

工
事
)
あ
る
い
は
道
路
工
事

(新
た
な
歩
道

設
置
、
拡
幅
な
ど
の
た
め
に
地
下
埋
設
物
件

付
近
で
行
う
工
事
)
を
行
う
際
、
工
事
箇
所

(湾補助簿による確認
鶏競毛嫌薪嬢より占稲務‘増て穢認讓瘢蕊付
籍工事者は、それに記きれた占用企業者は
もちろん、最儀孃.竈簿、淺熟、泳選、茅氷
邁、轆議窺轡産業者八義穣讓を行う。

(5)試掘による確認

図 1 ｢地下埋設物件に起因する事故の防止に向けて｣ イメージ図

蝋礬
讓壤鰊選

これからは5重チェック

これまでは3 重チェック

@補助簿による確認
法工事者が各占用企業者に確認

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
道
路
台
帳
補
助
簿
と
呼

ば
れ
て
い
る
各
占
用
物
件
毎
に
調
製
し
た
図
面
で
確
認

し
、
そ
れ
ら
の
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者

(以
下
、
｢工

事
施
工
者
｣
と
い
い
ま
す
。)
が
該
当
す
る
各
占
用
企
業

近時、占用工事･道路工事等において占用
物件を損傷する事故が多発

◆ 占用物件にはガスなどの危険物や電気･水道
などのライフラインが数多く収納きれており、
損傷した場合には市民生活に大きな影響

　
◆ ガス管を損傷した場合には重大な死傷事故

に発展するおそれ

　
◆ これまでの埋設物件の把握、工事者への情

報提供について見直す必要



者

(電
気

･
ガ
ス
･
水
道
等
)
に
出
向
き
、
確
認
を
行
い
、

必
要
な
場
合
は
試
掘
を
行
っ
て
物
件
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
有
効
な
も
の
と
思
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
事
故
が
な
く
な
ら
な
い
事
実
に

加
え
、
事
務
所
間
で
そ
の
取
扱
に
つ
き
若
干
の
ば
ら
つ
き

が
あ
っ
た
た
め
統
一
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

図
1
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を

増
や
し
、
管
理
担
当
職
員
が
ど
こ
の
事
務
所
に
転
勤
し
て

も
同
じ
手
順
で
行
え
る
よ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

検
討
を
始
め
、
以
下
の
手
順
で
試
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。の

占
用
許
可
状
況
一覧
表
に
よ
る
確
認

ま
ず
、
各
事
務
所
に
お
け
る
占
用
許
可
件
数
及
び
内
容

を
把
握
す
る
た
め

｢占
用
許
可
状
況
一
覧
表
｣
(図
2
)

を
事
務
所
毎
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
事
務
所
が
許
可
し
て
い
る
内
容
を
す
べ
て
エ

ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
す
る
も
の
で
す
が
、
す
で
に
い

く
つ
か
の
事
務
所
が
占
用
許
可
の
更
新
時
期
の
把
握
の
た

め
に
作
っ
て
い
た
も
の
を
移
植
し
て
作
成
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
当
該
位
置
に
ど
の
よ
う
な
占

用
許
可
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す

が
、
具
体
的
に
は
、
工
事
施
工
者
か
ら
工
事
希
望
地
点
が

ど
こ
の
箇
所
か
、
キ
ロ
ポ
ス
ト
で
提
示
し
て
い
た
だ
き
、

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
で
そ
の
キ
口
地
点
を
検
索
し
て
、
そ

の
地
点
に
お
け
る
占
用
許
可
状
況
を
提
示
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
｢国
道

一
号
の
三
二
〇
如
付
近
で

掘
削
し
た
い
｣
と
い
う
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
エ
ク
セ
ル
フ

ンゞ　

　

　

　

3

セ
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別記様式1
占用許可状況一覧表

占用者名 許可霊号 縦鱒 占用場所 扼瓣壁 釀輻襲爵、 占用物名称 台鬱勃 占用期日 備考
00電力00富猿所 oooooo 00号 00市00町00地先 oooo oooo oooo 省撚b2 Hoo･o oo

l

)
"
℃

薫

羞2許可番号機影各事務所で使用している窒死當号でも可能とする。
左3値奇花には技▲幇の僚鴦となる事蝉(旧許可畜号再)を髭全てするものとする。

図 2 占用許可状況一覧表

ァ
イ
ル
を
検
索
し
て

｢そ
こ
に
は
電
気
と
ガ
ス

と
電
話
の
占
用
許
可
が
さ
れ
て
い
ま
す
｣
と
返

答 と ァ

す 電 イ
　 　 　

こ
と
に
な
り
ま
す

埋設物件確認書

下記の物件について地下埋設物件所有書の確認を依類する,

平成 年 月 日

0 0 0 0事務所 G O O O出張所長 0 0 0 0 印

下記のとおり確認いたしましたので報告いたします。
平成 年 月 日

住所･会社名
担当者氏名
　　　

埋設物件 1 支店名
還鱗
糯 碇謡日 確認内容達箱先 担当者

水管 0 0○○市水道局 0 0支店 斗辛･窄ま澤字oo o o

下水蓮管 0 0 0 0高下水道局 0 0支店 痔幸一ギネ滲串0 0 0 0

ガス管 0 0ガス 0 0支店 キキ一汁ネナキo o o o

電力綾 ○0電力 ○○支店 沫十一》を率睾0 0 0 O

運噂綾 N T T西日本 0 0支店 ホ十一冴矛*を0 0 0 O

N T Tドコモ ○○支魅 半身一対**#0 0 0 O

N夏り当家コ ○。支店 ホナー*坤才野0 0 0 O′

警察管路 管制萱誰、攝制管難 0 0県警本音*!ーヌ玲才イ0 0 0 O

埋設物件 有
支匿名 ミ喜多日特 担当者

琵-:"鞭 確認日 確認内容

工業用水誉
′-、、

0 0企票局 0 0支店
、
ネ泰一ト宰4よ0 0 0 O

ケーブルテレビ o o o oクーフル 0 0支店 才泰一ネナ産事00 0 O

育蝮 0 0支店 才半一ヰオキ半0 0 0 O

②
占
用
台
帳

(占
用
申
請
書
)
に
よ
る
確
認

上
記
=
に
よ
り
｢電
気
、
ガ
ス
、
電
話
の
許
可
が
あ
る
｣

と
提
示
し
た
後
、
出
張
所
に
お
い
て
、
当
該
物
件
の
古

当
該
物
件
の

　図 3 埋設物件確認書
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許
可
申
請
書
の
原
本
を
工
事
施
工
者
に
提
示
し
ま
す
。
そ

し
て
工
事
施
工
者
は
、
直
接
そ
の
申
請
書
の
図
面
を
閲
覧

し
て
埋
設
物
件
の
深
さ
や
管
径
な
ど
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
補
助
簿
に
よ
る
確
認

次
は
②
と
順
序
は
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
の
で
す

が
、
従
前
か
ら
行
っ
て
い
た

｢道
路
台
帳
補
助
簿
｣
に
よ

る
確
認
も
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

二
つ
の
図
面
に
お
い
て
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。加

え
て
、
こ
れ
ま
で
整
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
補
助
簿

に
つ
い
て
は
そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

㈱
埋
設
物
件
確
認
書
に
よ
る
確
認

以
上
で
出
張
所
内
に
存
す
る
二
種
類
の
図
面
で
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
に
従
前
か
ら
行
っ
て

お
り
ま
し
た
占
用
企
業
者
へ
の
確
認
の
作
業
に
移
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
今
回
改
良
し
た
の
は
、
ど
こ
の

企
業
者
に
確
認
を
行
っ
て
下
さ
い
、
と
い
う
行
為
を
出
張

所
長
か
ら
の
依
頼
文
で
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た

(図
3
)。

す
な
わ
ち
、
出
張
所
長
は
図
3
の
埋
設
物
件
確
認
書
に

当
該
地
点
に
お
い
て
占
用
物
件
が
存
在
す
る
場
合
は
当
該

欄
に
○
印
を
つ
け
て
工
事
施
工
者
に
交
付
し
、
工
事
施
工

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
占
用
企
業
者

(埋
設
物
件
所
有
者
)
に

確
認
を
行
っ
て
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
、
N
T
T
、
警
察
に
は
同
確
認
書

に
○
印
の
記
載
が
な
い
場
合
で
も
念
の
た
め
確
認
を
行
っ

て
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
工
事
施
工
者
は
各
企
業
者
に
確
認
を
行

う
こ
と
で
、
出
張
所
で
確
認
し
た
図
面
と
企
業
者
が
所
有

す
る
図
面
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。㈱

試
掘
に
よ
る
確
認

以
上
の
手
続
き
が
完
了
し
、
埋
設
物
件
確
認
書
に
よ
る

確
認
が
終
わ
っ
た
段
階
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
従

前
と
同
じ
く
試
掘
を
行
っ
て
調
査

･
確
認
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
試
掘
は
手
作
業
に
よ
り
丁
寧
に
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

⑧
工
事
実
施

上
記
◎
~
◎
が
終
了
し
て
、
異
常
が
な
い
と
認
め
ら
れ

れ
ば
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

4

ま
と
め

約
半
年
間
、
上
記
の
案
に
つ
い
て
事
務
所
と
調
整
を
行

い
、
様
式
や
方
法
等
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
と
り
あ
え
ず
こ
の
形
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
務
所
間
に
お
い

て
こ
れ
ま
で
の
事
務
に
若
干
の
差
異
が
あ
っ
た
た
め
、
急

な
施
行
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
は
試
行
期
間
と
し
、
そ

の
間
、
不
都
合
や
さ
ら
な
る
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
場
合

は
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
四
月
に
本
格
実
施
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
埋
設
物
件
の
把
握
、
管

理
の
問
題
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
大

都
市
部
に
お
い
て
は

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
｣
の
本
格
運

用
を
も
っ
て
そ
の
把
握
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と

思
え
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
以
外
の
地
域
で
、
い
き
な
り
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
用
い
て
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
る
こ
と
は
予
算
上
の

問
題
や
実
行
ま
で
の
年
数
を
考
え
る
と
現
実
的
な
も
の
と

は
思
え
ず
、
今
の
体
制
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
、

本
案
に
よ
り
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
化
も
念
頭
に
お
き
つ
つ
毎

年
少
し
ず
つ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
よ
り
よ
い
道
路
管
理
が

で
き
る
よ
う
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

三

み
部
フ
ニ
ス
テ
イ
バ
ル
と
広
報

路
政
課
で
は
道
路
部
内
の
広
報
の
う
ち
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
を
担
当
し
て
お
り
、
毎
年
八
月
に

｢み
ち
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
｣
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
昨
年
一
〇
月
号
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

｢
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
｣
に
お
き
ま
し
て
は
、
名

古
屋
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

身
近
な
メ
リ
ッ
ト
を
お
示
し
し
て
道
路
整
備
の
効
果
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
が

(図
4
)、
年

一
回
の
使
用
で
は
も

っ
た
い
な
い
と
考
え
、
名
古
屋
市
内
の
人
が
集
ま
る
場
所



れ
｢図

で
か
つ
無
料
で
借
り
ら
れ
る
場
所
に
パ
ネ
ル
を
再
度
展
示

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
名
古
屋
駅
近
く
の
地
下
街
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
、
前
記
の
パ
ネ
ル
を
常
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
他
の
道
路
管
理
者
や
一
般
の

方
々
か
ら
道
路
法
関
係
の
質
問
を
受
け
付
け
る
フ
ォ
ー
ム

を
作
っ
て
は
ど
う
か
な
ど
検
討
中
で
す
。

四

高
架
下
利
用
計
画
に
つ
い
て

高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
は
平
成
一
七
年
九
月
九
日
付

け
国
道
利
第
五
号
道
路
局
長
通
達
に
お
い
て
改
正
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
抑
制
方
針
か
ら
街
づ
く
り
の

観
点
等
か
ら
当
該
高
架
下
の
積
極
的
な
利
用
が
必
要
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
道
路
管
理
上
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
高
架
下
の
占
用
を
認
め
て

差
し
支
え
な
い
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
部
地
方
整
備
局
で
は
こ
れ
ま
で
高
架
下
の
占
用
に
つ

い
て
は
抑
制
の
方
針
で
あ
っ
た
た
め
、
高
架
下
利
用
計
画

も
利
用
要
望
が
あ
っ
た
最
低
限
の
部
分
の
み
策
定
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
占
用
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
す
み
や
か

に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

こ
で
、
利
用
計
画
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
現
在

計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
占
用
の
要
望
が
な
い
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

必
要
な
部
分
は
高
架
下
利
用
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
ば
、
今
年
度
末
に
一
通
り
の
利

用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
中
部
地
方
整
備
局
路
政

課
の
取
組
み
概
要
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

(四
月
号
に
続
く
)



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
人
年
三
月
二
九
日

大
阪
地
裁

は
な
い
と
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

-

争
い
の
な
い
事
実
等

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

今
回
は
、
夜
間
、
自
動
車
が
交
差
点
を
右
折
し
た
際
に

道
路
に
隣
接
す
る
農
業
用
水
路
に
転
落
し
た
事
故
に
お
い

て
、
転
落
現
場
の
道
路
の
状
況
が
、

①

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

②

照
明
設
備
が
な
い
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
道
路
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵

蛔
事
案
の
概
要

本
件
は
、
×
が
普
通
乗
用
自
動
車

(以
下
｢被
害
車
両
｣

と
い
う
。)
を
運
転
中
、
被
告
が
管
理
す
る
市
道
か
ら
同

市
道
に
隣
接
す
る
水
路
に
被
害
車
両
が
転
落
し
た
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)
に
つ
き
、
被
害
車
両
に

関
し
車
両
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
た
原
告
が
、
そ
の
保

険
契
約
に
基
づ
き
X
に
保
険
金
を
支
払
っ
た
と
し
て
商
法

六
百
六
十
二
条
一
項
に
よ
り
代
位
取
得
し
た
×
の
被
告
に

対
す
る
国
家
賠
償
法

(以
下

｢国
賠
法
｣
と
い
う
。)
二

条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
、
損
害
の
賠
償

と
こ
れ
に
対
す
る
保
険
金
支
払
日
の
翌
日
か
ら
の
遅
延
損

害
金
の
支
払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

①
当
事
者

ア

×
は
、
自
己
が
所
有
す
る
被
害
車
両
を
運
転

し
て
、
本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

イ

原
告
は
、
損
害
保
険
業
を
行
う
株
式
会
社
で

あ
る
と
こ
ろ
、
×
の
配
偶
者
と
の
間
で
被
害
車

両
を
保
険
の
目
的
と
す
る
車
両
保
険
契
約

(以

下

｢本
件
保
険
契
約
｣
と
い
う
。)
を
締
結
し
て

い
た
。

ウ

被
告
は
、
後
記
②
の
本
件
事
故
の
現
場
の
市
道

を
設
置

･
管
理
し
て
い
た
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
。

②
本
件
事
故
の
発
生

ア

発
生
日
時

平
成
一
六
年
六
月
六
日
午
後
八
時
こ
ろ

イ

発
生
場
所

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
道
路
か
ら

隣
撰
す
る
無
蓋
の
水
蹄
に
自
動
車
が
転
落
し
た

事
故
に
つ
い
て
道
路
設
置
の
管
理
瑕
疵
が
否
定
さ
れ
た
事
例

-
自
動
車
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



Y
市
路
上

(別
図
の
南
北
に
通
ず
る
道
路
で
A

宅
に
隣
接
す
る
も
の
が
被
告
の
管
理
す
る
市
道
で

あ
り
以
下

｢本
件
市
道
｣
と
い
う
。
別
図
の
東
西

に
走
る
道
路
で
B
設
備
に
北
側
で
隣
接
す
る
私
道

を
以
下

｢本
件
私
道
｣
と
い
う
。
本
件
市
道
と
本

件
私
道
が
交
わ
る
部
分
を
以
下

｢本
件
交
差
古
こ

と
い
う
。
本
件
事
故
の
発
生
場
所
を
以
下

｢本
件

事
故
現
場
｣
と
い
う
。)

ウ

被
害
車
両

X
所
有
･
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車

エ

事
故
態
様

×
が
被
害
車
両
を
本
件
私
道
を
東
か
ら
西
に
走

行
さ
せ
、
本
件
交
差
点
に
進
入
し
て
右
折
し
た
と

こ
ろ
、
被
害
車
両
が
本
件
市
道
に
そ
の
西
側
で
隣

接
す
る
農
業
用
水
路

(別
紙
図
面
の
南
北
に
走
る

水
路
で
本
件
市
道
と
そ
の
西
側
で
隣
接
す
る
も

の
。
以
下

｢本
件
水
路
｣
と
い
う
。)
に
転
落
し

た
。

③
本
件
保
険
契
約
の
締
結
及
び
保
険
金
支
払

略

2

争
点

1

本
件
市
道
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
有
無

2

損
害
の
額

3

争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

の
争
点
ー

(本
件
市
道
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
有

無
)
に
つ
い
て

【原
告
の
主
張
】

本
件
水
路
は
、
本
件
市
道
に
隣
接
す
る
無
蓋
の
水
路
で

あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
市
道
は
、
本
件
水
路
に
転
落
し
や
す

い
形
状
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
交
差
点
に
至
る
ま

で
の
本
件
市
道
の
両
側
に
は
、
建
物
や
樹
木
が
あ
り
、
左

右
の
見
通
し
が
悪
く
、
本
件
市
道
の
中
央
部
分
が
緩
く
盛

り
上
が
っ
た
形
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
件
水
路
の
側

壁
が
、
本
件
市
道
の
道
路
面
か
ら
約
三
〇
皿
低
い
位
置
に

設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
件
市
道
は
、
運
転
手
が
本
件

私
道
か
ら
本
件
交
差
点
に
進
入
し
て
も
、
本
件
水
路
に
か

な
り
接
近
し
な
い
と
本
件
水
路
の
存
在
に
気
が
付
き
に
く

い
道
路
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
交
差
点
の

西
側
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
進
入
路
と
な
っ
て
い
る
本
件

水
路
を
ま
た
い
で
い
る
橋
に
は
欄
干
等
が
な
い
た
め
、
車

両
の
運
転
手
は
、
こ
の
橋
を
本
件
市
道
の
一
部
の
よ
う
に

と
ら
え
、
ま
た
、
本
件
水
路
と
前
記
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車

場
と
の
境
界
に
あ
る
樹
木
以
外
に
本
件
市
道
の
西
側
に
は

目
を
弓
〈
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
市
道
を

本
来
の
幅
員
よ
り
広
い
道
路
で
あ
る
と
錯
覚
し
て
し
ま
う

と
こ
ろ
、
車
両
が
交
差
点
を
右
折
す
る
際
は
、
右
折
先
道

路
の
左
端
を
沿
う
よ
う
に
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
本
件
水

路
へ
転
落
す
る
可
能
性
は
高
く
、
加
え
て
、
本
件
事
故
時

は
午
後
八
時
で
夜
間
で
あ
り
、昼
間
以
上
に
視
界
が
悪
く
、

前
記
錯
覚
等
に
よ
る
転
落
の
危
険
性
が
大
き
か
っ
た
。
特

に
、
被
害
車
両
は
、
通
常
の
車
両
と
比
較
し
て
車
高
及
び

運
転
席
が
低
い
た
め
、
前
記
錯
覚
に
陥
り
や
す
か
っ
た
。

本
件
市
道
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
水
路
と
の
境
界

に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
そ
の
他
の
保
護
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
本
件
水
路
を
覚
知
さ
せ
る
べ
き
何
ら
の
照

明
施
設
,
看
板

･
緑
石
等
も
設
置
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
た
。

被
告
の
道
路
安
全
管
理
の
う
ち
道
路
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
専
任
者
は
、
A
た
だ
一
人
で
、
市
道
全
部
の
巡
回
す
ら

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
道
路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
も

自
治
会
長
等
の
地
元
要
望
や
個
別
的
に
な
さ
れ
る
事
故
報

告
に
も
十
分
に
対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
件
市
道

の
瑕
疵
は
、
被
告
の
安
全
体
制
の
杜
撰
さ
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
本
件
交
差
点
か
ら
一
つ
南
の
丁
字
路
に
は
、
被

告
が
平
成
一
三
年
に
設
置
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ
る
と

こ
ろ
、
前
記
ミ
ラ
ー
が
本
件
交
差
点
に
も
設
置
さ
れ
て
い

れ
ば
、
少
な
く
と
も
本
件
水
路
と
本
件
市
道
と
の
境
界
が

認
識
さ
れ
、
結
果
と
し
て
本
件
水
路
へ
の
転
落
が
防
止
さ

れ
た
。

な
お
、
被
告
は
、
本
件
交
差
点
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン
の
階

段
踊
り
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
照
明
及
び
車
両
の
前
照
灯

に
よ
り
、
仮
に
夜
間
で
あ
っ
て
も
前
方
を
注
視
し
て
い
れ

ば
、
本
件
水
路
を
容
易
に
発
見
で
き
、
同
水
路
を
本
件
市

道
の
一
部
と
錯
覚
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
照
明
の
照
度
及
び
車
両
の
前
照
灯
で
は
本
件



水
路
を
十
分
に
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
被

告
は
自
己
の
責
任
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
予
算
上
の
問

題
を
挙
げ
る
が
、
本
件
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
予
算
は
極
め
て
少
額
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
水

路
へ
の
転
落
は
、
死
亡
事
故
等
の
重
大
な
結
果
を
招
く
こ

と
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
は
、

本
件
事
故
当
時
、
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を

欠
い
て
お
り
、
そ
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も

の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【被
告
の
主
張
】

本
件
事
故
現
場
周
辺
は
、
Y
市
郊
外
の
も
と
水
田
地
帯

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
開
発
分
譲
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
り
、

付
近
に
は
水
田
や
畑
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
至
る
と
こ
ろ

で
道
路
に
沿
っ
て
農
業
用
水
路
を
兼
ね
た
側
溝
が
通
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
農
業
用
水
路
は
、
水
路
を
ま
た
い
で
公
道

か
ら
自
己
の
敷
地
内
に
出
入
り
す
る
者
が
水
利
組
合
の
許

可
を
得
て
橋
を
設
置
し
た
部
分
を
除
き
無
蓋
で
あ
り
、
車

道
に
接
し
て
い
る
場
合
で
も
ご
く
一
部
を
除
き
道
路
と
の

間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
Y
市
道
の

総
延
長
は
約
一
、
0
0
0
如
あ
り
、
こ
の
う
ち
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
道
は
総
延
長
約
二
脳
に
過
ぎ

ず
、
他
に
歩
行
者
の
転
落
防
止
用
防
護
柵
等
の
設
置
さ
れ

て
い
る
市
道
の
総
延
長
も
八
○
如
あ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
と

こ
ろ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
に
は

一
m
当
た
り
約

二
万
円
の
支
出
が
必
要
と
な
る
の
で
、
仮
に
市
道
一
〇
〇

蹴
に
渡
っ
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
だ
け
で
も
二
〇

億
円
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
Y
市
で
は
記
録
が

残
っ
て
い
る
平
成
六
年
以
降
で
も
、
水
路
等
へ
の
車
両
の

転
落
事
故
で
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
り
、
ク
レ
ー
ム
が

出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
本
件
以
外
に
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

本
件
事
故
現
場
は
、
一
度
事
故
が
起
き
れ
ば
大
事
故
に
つ

な
が
る
、
あ
る
い
は
死
亡
事
故
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
場

所
で
も
な
い
か
ら
、
不
注
意
な
運
転
手
の
存
在
を
予
想
し

て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
万
全
の
設
置
を

講
ず
べ
き
場
所
で
は
な
い
。

X
は
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路

状
況
や
用
水
路
の
状
況
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。特
に
本
件
私
道
か
ら
本
件
交
差
点
に
進
行
す
れ
ば
、

本
件
交
差
点
の
手
前
か
ら
で
も
北
西
側
の
本
件
市
道
沿
い

に
本
件
水
路
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
祝
認
で
き
、
自
動
車

運
転
者
が
通
常
の
注
意
を
も
っ
て
進
行
方
向
を
注
視
し
て

運
転
し
て
い
る
限
り
、
本
件
水
路
を
本
件
市
道
の
一
部
と

見
間
違
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
本

件
市
道
は
幅
員
が
四
m
以
上
あ
り
、
交
差
点
は
角
切
り
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
私
道
か
ら
右
折
進
入
す

る
場
合
で
も
乗
用
車
一
台
が
余
裕
を
持
っ
て
右
折
し
た
上

で
直
進
走
行
で
き
る
だ
け
の
広
さ
を
有
し
て
お
り
、
ハ
ン

ド
ル
操
作
を
誤
ら
ず
し
か
る
べ
き
速
度
で
走
行
す
る
限

り
、
本
件
市
道
か
ら
脱
輪
す
る
危
険
は
全
く
な
い
。
さ
ら

に
、
夜
間
、
車
の
前
照
灯
を
照
射
さ
せ
て
車
を
運
転
し
、

本
件
私
道
か
ら
本
件
交
差
点
に
差
し
か
か
り
右
折
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
本
件
市
道
部
分
及
び
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン
に
通

ず
る
橋
と
そ
の
右
側

(北
側
)
に
連
な
る
水
路
が
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
も
っ
て
明
瞭
に
視
認
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
本

件
水
路
を
本
件
市
道
の
一
部
と
誤
解
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。

な
お
、
本
件
交
差
点
か
ら
一
つ
南
の
丁
字
路
に
カ
ー
ブ

ミ
フ
ー
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
被
告
の
交
通
安
全
対
策
課

に
地
元
か
ら
飛
び
出
し
事
故
防
止
等
の
た
め
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
の
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
過
去
も
現
在
も
地
元
要
望
が
な
か

っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
×
が
本
件
水
路
に
転
落
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
運
転
者
が
右
折
す
る
際
に
減
速
す
る
こ
と
な
く
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
曲
が
り
切
れ
ず
に
本
件
水
路
に
転

落
し
た
か
、
あ
る
い
は
携
帯
電
話
そ
の
他
何
か
に
気
を
取

ら
れ
る
な
ど
し
て
前
方
注
視
を
怠
り
、
道
路
状
況
を
よ
く

確
認
せ
ず
に
右
折
進
行
し
よ
う
と
し
て
本
件
水
路
に
転
落

し
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
は
専
ら
×

の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
事
故
で
あ
っ
て
、
本
件
市
道

に
設
置
及
び
管
理
の
瑕
疵
は
な
い
。

②
争
点
2

(損
害
の
額
)
に
つ
い
て

略
二

争
点
に
対
す
る
判
断

1

争
点
1

(本
件
市
道
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
有

無
)
に
つ
い
て



の
争
い
の
な
い
事
実
並
び
に
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣

旨
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
事
実
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

ア

本
件
事
故
現
場
及
び
周
囲
の
状
況
は
、
別
図
の

B整備

と
お
り
で
あ
る
。
本
件
交
差
点
は
、
本
件
私
道
と

本
件
市
道
と
が
ほ
ぼ
直
角
に
交
差
す
る
信
号
機
に

よ
る
整
理
が
さ
れ
て
い
な
い
交
差
点
で
あ
る
。
本

件
交
差
点
の
角
切
り
は
約
三
m
で
あ
る
。
本
件
私

道
の
幅
員
は
約
六
･
二
m
で
、
本
件
交
差
点
の
西

側
に
は
本
件
水
路
を
ま
た
ぐ
形
で
幅
員
八
･
一
m

の
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
は
、
本
件
市
道
の
西
側
に

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
本
件
市
道
の
幅
員
は
約

四
･
二
六
m
で
、
本
件
市
道
と

そ
の
西
側
で
隣
接
す
る
本
件
水

路
は
幅
員
二
･
二
m
で
無
蓋
で

あ
り
、
本
件
水
路
の
西
側
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
が
あ

り
、
本
件
水
路
と
同
駐
車
場
の

間
に
は
高
さ
約
一
m
の
木
が
等

間
隔
に
植
え
ら
れ
て
い
た
。
本

件
水
路
は
、
地
表
か
ら
の
深
さ

0

･
三

m
の
位
置
に
、
両
側
に

そ
れ
ぞ
れ
幅
員
○
･
三
m
の
段

が
あ
り
、
そ
の
段
の
間
の
距
離

は
約
一
･
六
m
で
あ
り
、
同
段

の
間
に
は
、
地
表
か
ら
下
約

〇
･
七
五
m
か
ら
約
一
･
一
五

m
の
部
分
に
は
水
の
層
が
あ

り
、
地
表
か
ら
下
約
一
･
一
五

m
か
ら
下
に
は
ヘ
ド
ロ
が
堆
積

し
て
い
た
。
本
件
市
道
の
東
側

は
住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
本

件
水
路
の
西
側
に
は
、
前
記
の

本

件

市

道

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場



マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
が
あ
り
、
そ
の
西
側
に
は

待
合
せ
を
し
て
い
る
水
道
道
沿
い
の
ク
リ
ー
ニ
ン

は
胸
付
近
ま
で
泥
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。
な
お
、

本
件
市
道
と
並
行
す
る
形
で
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ

グ
店
前
の
交
差
点
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
指
示
し

×
は
、
肝
臓
等
に
既
往
症
が
あ
る
た
め
、
医
師

て
い
た
。
本
件
交
差
点
に
照
明
設
備
は
な
く
、
ま

た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
緑
石
等
も
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
駐
車
場
の
た
め
の
外
灯
が
前
記
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
に
沿
っ
て
本
件
交
差
点
の
北
側

に
二
本
、
南
側
に
一
本
あ
り
、
ま
た
、
住
宅
地
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
の
踊
り
場
か
ら
の
明
か
り
は

あ
っ
た
。

な
お
、
本
件
交
差
点
の
東
側
に
あ
っ
た
住
宅
地

内
の
私
道
に
は
、
そ
の
脇
に
用
水
路
が
存
在
す
る

場
所
も
あ
っ
た
。
本
件
交
差
点
の
西
側
に
建
設
さ

れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、建
設
前
は
果
樹
園
で
あ
り
、

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
の
南
側
は
田
と
な
っ

て
い
る
。

イ

×
は
、
平
成
エ
ハ年
六
月
六
日
午
後
六
時
二
五

分
こ
ろ
、
有
限
会
社
B
設
備
の
代
表
者
で
あ
る
C

を
不
動
産
物
件
の
視
察
に
同
行
す
る
た
め
、
被
害

車
両

(全
長
約
四
･
五
四
m
、
全
幅
約
一
･
八
三

m
、
全
高
約
一
･
三
m
、
地
面
か
ら
ド
ア
ミ
ラ
ー

中
央
部
ま
で
の
高
さ
約
0
･
九
m
、
左
ハ
ン
ド
ル

車
)
に
乗
り
自
宅
を
出
発
し
、
C
の
自
宅
付
近
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
前
の
交
差
点
で
C
と
合
流
し

た
。
集
合
場
所
に
つ
い
て
は
、
×
は
、
C
の
自
宅

の
所
在
地
を
確
認
し
た
が
そ
の
所
在
位
置
が
不
明

瞭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
C
に
対
し
て
、
い
つ
も

グ
店
前
の
交
差
点
で
待
っ
て
い
る
よ
う
に
指
示
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
X
は
、
C
を
被
害
車
両
に
乗

せ
て
Y
市
内
の
二
、三
件
の
物
件
を
視
察
し
た
後
、

C
を
同
人
の
自
宅
に
送
っ
た
。
C
の
自
宅
の
所
在

位
置
は
、
別
図
の
B
設
備
と
記
さ
れ
て
い
る
地
点

で
あ
る
。
D
は
、
X
に
対
し
て
、
道
順
と
し
て
、

D
の
自
宅
か
ら
本
件
私
道
を
西
進
し
て
、
初
め
て

の
交
差
点
を
右
折
し
て
北
進
す
る
と
、
丁
字
形
交

差
点
に
突
き
当
た
り
、
そ
こ
を
左
折
す
る
と
水
道

道
に
出
る
と
述
べ
た
た
め
、
X
は
、
こ
れ
に
従
い
、

被
害
車
両
の
前
照
灯
を
点
け
た
状
態
で
、
D
の
自

宅
前
の
本
件
私
道
を
約
二
三
m
西
進
し
、
本
件
交

差
点
で
右
折
し
た
と
こ
ろ
、
被
害
車
両
の
左
前
輪

が
脱
輪
し
、
そ
の
ま
ま
車
体
が
左
斜
め
に
傾
き
、

左
後
輪
も
脱
輪
し
、
そ
の
ま
ま
左
方
へ
横
転
す
る

よ
う
に
左
側
面
か
ら
本
件
水
路
に
転
落
し
た
。
本

件
事
故
後
、
転
落
音
を
聞
き
つ
け
た
近
隣
住
民
が

本
件
事
故
現
場
に
集
合
し
、
住
民
の
何
人
か
が
、

被
害
車
両
の
右
側
面
に
乗
り
、
右
前
ド
ア
を
開
け

た
た
め
、
自
力
で
車
外
に
出
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
っ
た
X
は
被
害
車
両
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き

た
。
転
落
直
後
、
水
は
車
内
に
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
被
害
車
両
の
幅
の
中
間
付
近
ま
で

水
が
流
入
し
、
×
が
車
内
か
ら
脱
出
し
た
頃
に
は
、

ヘ
ド
ロ
混
じ
り
の
水
が
浸
入
し
て
き
て
お
り
、
X

X
は
、
肝
臓
等
に
既
往
症
が
あ
る
た
め
、
医
師
よ

り
ア
ル
コ
ー
ル
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事
故

当
時
、
飲
酒
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

ウ

本
件
市
道
は
、
昭
和
六
二
年
又
は
昭
和
六
三
年

に
、
既
存
の
道
路
が
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
頃
、
現
在
の
市
道
の
半
分
以
上

に
あ
た
る
全
長
約
五
〇
0
m
の
道
路
が
市
道
と
認

定
さ
れ
た
。
本
件
水
路
は
、
紀
ノ
川
左
岸
水
利
組

合
が
管
理
す
る
農
業
用
水
路
の
一
部
で
、
同
用
水

路
が
市
道
沿
い
に
走
っ
て
い
る
場
所
は
市
道
全
体

の
全
長
一
、
0
三
一如
の
う
ち
一
〇
〇
如
単
位
の

相
当
な
部
分
に
及
ん
で
お
り
、
他
方
水
路
の
有
無

と
は
別
に
、
脇
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
る
市
道
は
全
長
約
二
皿
程
度
で
、
歩
行
者
の
転

落
防
止
等
を
目
的
と
し
た
防
護
柵
等
が
設
置
さ
れ

て
い
る
市
道
は
全
長
約
八
八
懸
で
あ
る
。

エ

被
告
に
お
い
て
市
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
防
護

柵
等
を
設
置
す
る
基
準
は
な
か
っ
た
が
、
地
元
の

要
望
や
事
故
報
告
が
あ
る
場
合
に
こ
れ
に
応
じ
て

設
置
す
る
こ
と
が
あ
り
、
通
学
路
等
に
つ
い
て
は

優
先
し
て
設
置
し
て
お
り
、
本
件
交
差
点
の
南
側

蔽

の
丁
字
路
交
差
点
に
平
成
一
三
年
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ

つ

1
が
設
置
さ
れ
た
の
は
･

地
元
住
民
か
ら
カ
ー
ブ
ニ

ミ
ラ
ー
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

満

な
お
、
平
成
六
年
こ
ろ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

"



本
件
事
故
を
除
い
て
は
、
本
件
事
故
現
場
に
関
し

は
前
照
灯
の
光
で
薄
暗
く
見
え
、
車
両
が
本
件
水

か
ら
右
折
し
て
本
件
市
道
に
進
入
す
る
自
動
車
の

“

て
車
両
の
転
落
事
故
が
発
生
し
た
と
の
報
告
が
被

告
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
本
件
事
故

に
先
立
ち
地
理
不
案
内
な
者
が
運
転
す
る
自
動
車

が
本
件
市
道
か
ら
本
件
水
路
に
脱
輪
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

②
以
下
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
本
件
市
道
の
設
置
又

は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
。
国

賠
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
る
こ
と
を
い
い

(最
高
裁
昭
和
四
五
年
八
月

二
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
･
民
集
24
巻
9
号
一
二
六

八
頁
参
照
)、
前
記
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営
造
物

の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判

断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

(最
高
裁
昭
和
五
三
年
七
月

四
日
第
三
小
法
廷
判
決
･
民
集
32
巻
5
号
八
〇
九
頁

参
照
)。

ア

本
件
市
道
と
本
件
水
路
の
位
置
関
係
及
び
そ
れ

ぞ
れ
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
夜
間
に
本
件
私
道
か

ら
本
件
交
差
点
に
進
入
し
て
右
折
し
て
本
件
市
道

を
進
行
す
る
普
通
乗
用
自
動
車
の
運
転
手
は
、
前

照
灯
を
点
灯
し
な
が
ら
走
行
し
て
い
れ
ば
、
前
照

灯
が
上
向
き

(ハ
イ
ビ
ー
ム
)
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
本
件
水
路
の
う
ち
前
照
灯
の
光
が

当
た
ら
な
い
部
分
は
里
…く
見
え
、
本
件
市
道
部
分

路
に
近
付
く
に
つ
れ
、
黒
い
部
分
が
大
き
く
見
え

る
よ
う
に
な
り
、
前
方
を
見
な
が
ら
運
転
す
る
場

合
、
特
に
前
方
を
注
視
し
な
く
と
も
、
前
記
の
里
m

い
部
分
が
本
件
市
道
の
薄
暗
い
部
分
と
は
異
な
る

も
の
と
し
て
目
に
入
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

(証
拠

に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
は
日
中
は
灰
色
に
見
え
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
本
件
事
故
当
日
の
天

候
は
曇
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
照
灯
に
照
ら
さ
れ
た
本

件
市
道
は
、
光
の
当
た
ら
な
い
黒
い
部
分
と
は
明

確
に
区
別
で
き
る
程
度
の
明
る
さ
で
あ
っ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。)、
そ
の
黒
い
部
分
が
本
件
市
道

と
は
高
低
差
の
あ
る
低
く
下
が
っ
た
水
路
等
の
構

造
物
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
本
件
市
道
は
本
件
事
故
現
場
よ
り

南
側
で
は
道
幅
が
細
く
な
っ
て
幹
線
道
路
に
接
続

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
本
件
市
道
及

び
本
件
私
道
の
主
た
る
利
用
者
は
付
近
の
住
民
及

び
住
民
に
関
係
の
あ
る
人
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

道
路
に
沿
っ
て
接
し
た
無
蓋
の
水
路
が
本
件
事
故

現
場
周
辺
に
多
数
存
在
し
、
付
近
住
民
及
び
そ
の

関
係
者
の
ほ
と
ん
ど
は
周
辺
に
そ
の
よ
う
な
水
路

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
o以

上
か
ら
す
る
と
、
本
件
市
道
は
、
本
件
私
道

運
転
手
が
通
常
の
運
転
方
法
で
前
方
を
見
て
い
れ

ば
、
本
件
水
路
の
存
在
を
認
識
し
、
本
件
水
路
へ

の
脱
輪
･
転
落
を
回
避
で
き
る
よ
う
な
構
造
.
形

ャ

状
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件

弩

市
道
は
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る

と
は
認
め
ら
れ
ず
、
被
告
に
お
い
て
本
件
市
道
の

設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

イ

こ
の
点
に
関
し
、
原
告
は
、
本
件
交
差
点
の
西

側
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
に
通
じ
る
橋
が
本

件
市
道
の
一
部
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、
本
件
私

道
に
比
べ
本
件
市
道
は
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る

こ
と
、
本
件
水
路
と
前
記
駐
車
場
と
の
間
に
は
木

が
植
え
ら
れ
、
そ
の
西
側
に
は
駐
車
場
が
あ
る
こ

と
、
本
件
交
差
点
に
外
灯
等
の
照
明
設
備
が
な
か

っ
た
こ
と
、
本
件
市
道
の
中
央
部
分
が
緩
く
盛
り

上
が
っ
た
形
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
件
水
路

の
側
壁
が
本
件
市
道
の
道
路
面
か
ら
約
三
0
m
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
、
被
害
車
両
の
車
高
、
運
転

席
の
高
さ
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
夜
間

に
本
件
私
道
か
ら
右
折
し
て
本
件
市
道
を
走
行
す

る
普
通
乗
用
自
動
車
の
運
転
手
は
、
本
件
水
路
を

本
件
市
道
の
一
部
で
あ
る
と
錯
覚
し
、
本
件
水
路

に
転
落
す
る
危
険
性
が
高
か
っ
た
と
主
張
す
る
。

前
記
の
と
お
り
、
本
件
交
差
点
の
西
側
に
は
、



マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
に
通
ず
る
幅
約
八
･
一
m
の

安
全
性
に
つ
い
て
の
判
断
を
左
右
す
る
よ
う
な
事

橋
が
接
し
て
お
り
、
ま
た
本
件
市
道
の
幅
は
約

情
と
は
い
え
な
い
。

四
･
二
六
m
で
あ
り
、
本
件
私
道
の
幅
は
約
六
･

二
m
で
あ
り
、
本
件
私
道
を
進
行
し
て
本
件
市
道

に
進
入
す
る
場
合
は
、
そ
の
道
幅
は
約
三
分
の
二

の
狭
さ
に
な
り
、
さ
ら
に
前
記
の
駐
車
場
と
本
件

水
路
の
間
に
は
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
各
事
情
が
あ
る
た
め
、
本
件
私
道
か

ら
右
折
し
て
本
件
市
道
に
進
入
し
よ
う
と
す
る
自

動
車
の
運
転
手
に
と
っ
て
、
本
件
水
路
と
本
件
市

道
の
区
別
が
紛
ら
わ
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
そ
の
紛
ら
わ
し
さ
の
程
度
は
著

し
い
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
通
常
の
運
転
方
法

で
前
方
を
見
な
が
ら
運
転
を
す
れ
ば
、
右
折
を
開

始
し
て
間
も
な
い
時
期
に
本
件
水
路
の
存
在
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
市
道
か
ら
の
脱
輪
や

本
件
水
路
へ
の
転
落
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の

諸
事
情
は
前
記
の
本
件
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

の
判
断
を
左
右
し
な
い
。

ま
た
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
の
中
央
部

分
は
若
干
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
水
路
の
側
壁
は
本
件

市
道
の
地
表
か
ら
約
三
〇
皿
低
く
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
被
害
車
両
の
車
高
は
約
一
三
〇
皿
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
各
事
情
も
、
前
記
の
本
件
道
路
の

情
と
は
い
え
な
い
。

ウ

な
お
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
の
西
側
部

分

(ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
部
分
と
そ
の
西

側
で
接
す
る
幅
約
三
〇
皿
の
部
分
。
な
お
、
こ
の

部
分
は
そ
の
材
質
か
ら
す
る
と
本
件
水
路
の
一
部

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ

の
点
は
本
件
の
判
断
に
影
響
し
な
い
の
で
、
本
件

市
道
部
分
で
あ
る
も
の
と
し
て
以
下
検
討
す
る
。)

に
は
、
同
部
分
と
前
記
マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
に
通

ず
る
橋
と
の
同
橋
北
東
角
に
お
け
る
接
点
か
ら
北

側
に
向
か
っ
て
の
距
離
が
約
三
･
0
~
七
･
一
m

の
間
に
同
部
分
の
西
側
緑
を
削
る
よ
う
な
形
で
複

数
の
擦
過
痕
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
前
記
の

と
お
り
、
本
件
事
故
に
先
立
ち
車
両
が
本
件
市
道

か
ら
本
件
水
路
に
脱
輪
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
前
記
の
各
擦
過
痕
の
う
ち
い
く
つ
か

は
そ
の
脱
輪
の
際
に
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
が
、
そ
の
際
の
事
故
が
脱
輪
に
と
ど
ま
っ
た

こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
記
の
各
擦
過
痕
の
う
ち
の

複
数
個
は
本
件
事
故
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
記

の
西
側
部
分
の
前
記
の
橋
の
北
東
角
の
接
点
か
ら

少
な
く
と
も
北
に
約
三
m
な
い
し
そ
れ
以
上
離
れ

た
地
点
付
近
で
被
害
車
両
の
左
前
輪
が
脱
輪
し
、

そ
の
後
、
被
害
車
両
が
本
件
水
路
に
転
落
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
×
は
、
本
件
水
路
の
黒
く
影
と

な
っ
た
部
分
が
視
野
に
入
っ
て
か
ら
少
な
く
と
も

数
m
は
被
害
車
両
を
走
行
さ
せ
た
後
に
脱
輪
し
た

も
の
と
推
認
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
×
が
被
害
車
両

の
左
側
前
方
の
座
席
で
運
転
を
し
て
お
り
、
被
害

車
両
の
左
側
の
状
況
を
認
識
す
る
の
が
容
易
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
×
の
住
所
地
が
Y
市

内
に
あ
り
、
×
は
仕
事
の
関
係
で
自
動
車
を
運
転

す
る
機
会
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
併
せ
て

考
慮
す
る
な
ら
ば
、
X
に
お
い
て
本
件
私
道
及
び

本
件
市
道
を
走
行
す
る
の
は
本
件
事
故
時
が
初
め

て
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
な
お
、
X
に

お
い
て
は
、
通
常
の
運
転
方
法
で
前
方
を
見
て
い

れ
ば
、
右
折
を
開
始
し
て
間
も
な
い
時
期
に
本
件

水
路
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件
事

故
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。

2

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る

ま
で
も
な
く
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ

を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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地
震
で
痛
感
し
た

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
憧

写真 1 白山

◆
石
川
県
の
概
要

石
川
県
は
、
東
は
富
山
、
岐
阜
の

両
県
、南
は
福
井
県
に
接
し
て
お
り
、

地
形
は
南
北
に
細
長
く
、
北
に
向
か

っ
て
能
登
半
島
が
日
本
海
に
突
出
し

て
い
ま
す
。
広
大
な
原
生
林
と
豊
富

な
高
山
植
物
群
を
誇
る
白
山
国
立
公

園
、
美
し
く
長
い
海
岸
線
を
持
つ
能

石
川
県
塞
京
事
務
所

定
免

英
樹

写真 2 兼六園

登
半
島
国
定
公
園
や
越
前
加
賀
海
岸

国
定
公
園
、
さ
ら
に
は
数
多
く
の
温

泉
や
兼
六
園
に
代
表
さ
れ
る
名
所
旧

跡
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
風
土
に
恵

ま
れ
て
お
り
ま
す

(写
真
ー
!
3
)。

四
季
は
変
化
に
富
み
、
特
に
冬
に

は
美
し
い
雪
の
情
景
が
演
出
さ
れ
ま

す
。
県
の
総
面
積
は
四
、
一
人
五
m

写真 3 千里浜

で
、
四
七
都
道
府
県
の
う
ち
第
三
五

位
の
広
さ
で
す
。

石
川
県
の
人
口
は
、
昭
和
四
五
年

の
国
勢
調
査
で
一
〇
〇
万
人
に
達

し
、
日
本
海
側
で
は
唯
一
、
戦
後
一

貫
し
て
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
暫

減
傾
向
に
転
じ
、
現
在

(平
成
一
九

年
一
月
一
日
)
-
、
一
七
三
、四
一
三

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
新
し
い
石
川
の
み
ち
づ
く
り
指
針

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

地
方
分
権
な
ど
大
き
な
時
代
の
変
革

期
を
迎
え
、
石
川
県
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
み
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
示

す

｢新
し
い
石
川
の
み
ち
づ
く
り
指

針
潤
い
あ
る
石
川
の
み
ち
｣
を
平
成

一
五
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
石
川
の
み
ち
づ
く
り
指
針

は
、
｢み
ち
の
あ
り
方
｣
、
｢み
ち
づ

く
り
の
進
め
方
｣
及
び

｢み
ち
づ
く

り
の
評
価

･
点
検
｣
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す

(図
ー
)。

道ネテセ 2008.1 49

◆
広
域
交
流
の
拡
大
を
目
指
す

｢ダ

ブ
ル
ラ
ダ
ー
結
い
の
道
｣
整
備
構

想｢県
内
の
ど
こ
に
い
て
も
す
ぐ
に

幹
線
道
路
に
乗
れ
、
県
内
･
県
外
の

各
地
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
る
｣、
｢災

害
な
ど
で
幹
線
道
路
が
一
本
通
れ
な

く
な
っ
て
も
、
代
わ
り
の
幹
線
道
路

で
目
的
地
に
行
け
る
｣
、
こ
ん
な
道

路
網
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

西から東から
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県
内
を
南
北
に
走
る
三
本
の
幹
線

道
路
と
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
東
西
に

走
る
幹
線
道
路
を
複
数
整
備
す
る
こ

と
で
、
ふ
た
つ
の
は
し
ご
状

(ラ
ダ

ー
状
)
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
が
、
県
土
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー
構

想

(い
し
か
わ
広
域
交
流
幹
線
軸
)

で
す

(図
2
)。

こ
れ
ま
で

｢県
土
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー

構
想
｣
に
基
づ
き
、
南
北
幹
線
の
複

線
化
、
東
西
幹
線
の
多
重
化
を
進
め

て
き
た
県
内
広
域
幹
線
道
路
網
の
更

な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
未
整
備
区

間
の
重
点
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

や
、
空
港
、
港
湾
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備

し
、
陸
･
海
･
空
の
交
流
基
盤
連
携

に
よ
る
相
乗
効
果
発
現
や
周
遊
性
向

上
を
目
指
す
た
め
、
｢ダ
ブ
ル
ラ
ダ

ー
結
い
の
道
｣
整
備
構
想
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　
利用者の= 擦に立

◆
地
震
で
痛
感
し
た
道
路
の
大
切
さ

ー
輪
島
市
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
,

石
川
県
で
は
ご
存
じ
の
と
お
り
、

昨
年
三
月
の
能
登
半
島
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
、
道
路
が
い
か
に
重

錮
要
で
あ
る
か
を
私
達
は
痛
感
し
ま
し

概

た
。
こ
の
時
、
現
地
で
被
災
し
た
輪

国
島
市
建
設
部
土
木
課
の
野
ロ
補
佐
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

《
は
じ
め
に
》

平
成
一
九
年
三
月
二
五
日
に
、
突

然
襲
っ
た
震
度
六
強
の
能
登
半
島
地

震
に
際
し
、
皆
様
方
か
ら
心
温
ま
る

ご
支
援

.
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

5o 道イテセ 2008.1
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乱
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鬮小松印=連絡道路
圏中部縦貫自動車道

還加齢損じアクセス進路

圏国道8号(津幡ネとバイパス)

　
　

　

　
　
　

　
　

　
　　

　　

繊麗襲
廳
豊
富
嚢
讓妻
褻

自動車道連絡道路
57号、国道416号)

ぬ拠

道

･
林
道
を
含
め
て

｢通
行
止
め
に

な
っ
た
道
路
の
代
わ
り
に
、
他
の
道

が
通
れ
る
か
｣
と
、
迂
回
ル
ー
ト
が

選
択
で
き
る
地
域
か
ど
う
か
、
市
民

の
安
全
な
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
非
常

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
今
回
の
地

車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
よ
う
な

狭
さ
で
も
、
道
路
が
通
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

市
民
は
安
心
で
き
る
し
、
安
心
が
災

害
発
生
時
に
市
民
の
行
動
に
大
き
く

影
響
を
与
え
ま
す
。

網
の
目
ま
で
も
い
か
な
く
て
も
、

《各
地
で
通
行
止
め
が
発
生
》

こ
の
よ
う
な
地
震
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
避
難
で

き
る
か
、
支
援

･
救
助
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
か
、
こ
れ
は
す
べ
て
道
路
に

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

支
援
･
ご
協
力
が
、
｢震
災
か
ら
の
復

興
へ
｣
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

、
さ
ら
こ

道々テセ 2008.1 5 /
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写真4 倒壊した家屋が道をふさぐ

代
替
え
ル
ー
ト
が
選
択
で
き
る
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
費
用
対
便
益
の
大
小
、

す
な
わ
ち
採
算
性
が
道
路
整
備
の
根

拠
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
の
生
命
･
財
産
を
守
る
こ
と
や

防
災
は
採
算
性
以
前
の
問
題
で
あ
る

こ
と
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

《痛
感
し
た
能
越
自
動
車
道
の必

要
性
》

さ
ら
に
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
上

水
道
が
断
水
し
、
六
五
人
も
の
透
析

患
者
を
バ
ス
で
金
沢
の
病
院
ま
で
搬

送
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
緊

急
事
態
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
透

写真5 巨岩が道をふさぐ

析
治
療
を
行
う
場
合
大
量
の
き
れ
い

な
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
団
体
に
よ

る
給
水
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
病
院
の
受
水
槽
の
大
き
さ
が
足

り
ず
、
患
者
の
皆
様
に
長
時
間
の
移

動
と
い
う
ご
苦
労
を
お
掛
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

患
者
の
皆
様
へ
の
負
担
に
は

｢時

間
･
走
行
性
｣
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
慢
性
的
な
医
師
不
足
に
加
え
、

救
急
救
命
体
制
が
整
っ
た
い
わ
い
る

｢第
三
次
医
療
機
関
｣
が
存
在
し
な
い

な
ど
、
輪
島
を
は
じ
め
と
し
た
奥
能

登
の
医
療
体
制
の
不
足
は
深
刻
で
す
。

信
頼
で
き
る
高
規
格
道
路
"奥
能

登
の
命
を
つ
な
ぐ
“
能
越
自
動
車
道

の
早
期
整
備
の
必
要
性
を
痛
切
に
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

《復
興
へ
の
大
き
な
風
》

今
回
の
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
を

ま
さ
に
象
徴
す
る
と
も
い
う
べ
き
、

能
登
地
域
と
県
都
金
沢
を
結
ぶ
大
動

脈
で
あ
る
能
登
有
料
道
路
の
被
害
は

甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

復
旧
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
石
川
県
の
三
四
時
間

態
勢
で
の
応
急
工
事
に
よ
り
、
地
震

発
生
後
わ
ず
か
一
カ
月
と
い
う
短
期

間
で
暫
定
二
車
線
で
の
供
用
が
開
始

で
き
た
こ
と
は
奥
能
登
に
と
っ
て
歓

天
喜
地
、
ま
さ
に
復
興
へ
の
大
き
な

風
と
な
り
ま
し
た
。

名
物
の

｢輪
島
朝
市
｣
も
震
災
後

出
店
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
四
月
三

日
に
本
格
的
に

再
開
し
、
い
つ
も
の
活
気
が
あ
る
風

景
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

大
自
然
の
力
は
、
時
と
し
て
私
た

ち
に
大
き
な
試
練
や
教
訓
を
与
え
ま

す
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
自
然
の
力

に
よ
り
、
｢千
枚
田
｣
の
よ
う
な
絶

景
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
個
性
と
資
源

を
守
り
育
て
、
こ
れ
に
新
た
な
息
吹

を
注
ぎ
込
み
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
安
全
･
安
心

な
生
活
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
根
幹

を
成
す
の
は
道
路
で
あ
り
、
道
路
整

備
の
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
今

回
の
地
震
が
改
め
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

写真 6 がんばろう = 朝市
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鱗　

　
　

　

　

　

れ

｢日
本
風
景
街
道
･
浜
名
湖

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
｣
へ
の
取
組
み

◆
は
じ
め
に

静
岡
県
浜
松
市
は
平
成
一
九
年
四

月
一
日
に
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し

ま
し
た
。
面
積
は
約

一
、
五
一
一
蝸

で
全
国
で
二
番
目
の
市
域
を
有
し
、

人
口
は
約
八
二
万
人
で
、
中
部
圏
で

は
愛
知
県
名
古
屋
市
に
次
ぐ
規
模
の

都
市
と
な
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
繊
維
、
楽
器
、
輸
送
用

機
器
な
ど

｢も
の
づ
く
り
の
ま
ち
｣

と
し
て
発
展
し
、
近
年
で
は
光
関
連

技
術
な
ど
の
新
し
い
産
業
集
積
が
進

む
な
ど
、
我
が
国
有
数
の
工
業
都
市

で
あ
り
、
ヤ
マ
ハ
、
ス
ズ
キ
、
カ
ワ

イ
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク

ス
な
ど
の
世
界
に
冠
た
る
企
業
の
本

社
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
暖
な
気
候
や
、
浜
名
湖
、

浜
松
市
東
京
事
務
所

堀
野

智
浩

遠
州
灘
の
恵
ま
れ
た
漁
場
を
活
か

し
、
う
な
ぎ
、
シ
ラ
ス
、
と
ら
ふ
ぐ
、

み
か
ん
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
馬
鈴
薯
な
ど
、

全
国
に
誇
る
浜
松
ブ
ラ
ン
ド
の
農
林

水
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
本

市
に
と
っ
て
道
路
行
政
は
重
要
な
課

題
で
す
。
本
市
は
政
令
指
定
都
市
移

行
に
伴
い
、
県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ

た
国
道

･
県
道
の
延
長
が
約
九
〇
〇

鬮
あ
り
、
政
令
指
定
都
市
の
平
均
延

長

(約
三
二
〇
蝿
)
の
約
三
倍
の
道

路
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
市
域
の
約
七
割
を
山
間

地
が
占
め
、
交
通
手
段
の
約
八
割
を

自
動
車
や
二
輪
車
に
頼
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

本
市
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
広
域
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
新
東

名
高
速
道
路
(第
二
束
名
高
速
道
路
)

及
び
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
促

進
が
最
優
先
の
施
策
で
す
。

こ
の
う
ち
、
三
遠
南
信
自
動

車
道
は
長
野
県
南
信
州
地
域
や

愛
知
県
東
三
河
地
域
と
の
産
業

や
観
光
の
交
流
、
広
大
な
面
積

を
持
つ
浜
松
市
内
の
拠
点
を
安

全

･
確
実
に
連
絡
す
る
道
路
と

し
て
も
、
早
期
の
供
用
開
始
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
街
地
に

お
い
て
は
、
交
通
事
故
対
策
と

渋
滞
対
策
が
緊
急
課
題
で
、
特

に
鉄
道
に
よ
る
交
通
遮
断
解
消

の
た
め
の
連
続
立
体
交
差
事
業

な
ど
を
優
先
度
の
高
い
施
策
と

し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
道
路
行
政
で
す
が
、
今
回

は
観
光
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
風
光

明
鯛
な
浜
名
湖

(写
真
1
)
を
巡
る

『浜
名
湖
周
遊
自
転
車
道
』
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
浜
名
湖
を
自
転
車
の
メ
ッ
カ
に

静
岡
県
の
西
部
に
位
置
す
る
浜
松

市
、
湖
西
市
、
新
居
町
の
二
市
一
町

で
構
成
す
る

｢天
竜
川
･
浜
名
湖
地

西から東から

写真 1 浜名湖北岸に位置する舘山寺



区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
｣
で
は
、

圏
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
浜
名
湖
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
周
辺
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

浜
名
湖
畔
に
整
備
さ
れ
た

｢浜
名

湖
周
遊
自
転
車
道
｣
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
浜
名

湖
周
遊
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
地
域
の
有
識
者
に
よ
っ
て

選
定
さ
れ
た

｢浜
名
湖
八
景
｣
は
、

ま
さ
に
絶
景
そ
の
も
の
で
す

(写
真

2
)
0こ

う
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
関
係

写真 2 浜名湖に沈む夕日

団
体
や
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
｢浜
名
湖
を
自
転
車
の
メ
ッ
カ
に
｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
自
転
車
を

活
用
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◆
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
や
す
い

環
境
の
整
備

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
浜
名
湖
周

辺
を
誰
も
が
安
心
し
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

浜
名
湖
畔
の
観
光
地
や
鉄
道
駅
な
ど

計
六
ヵ
所
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点

と
な
る

｢サ
イ
ク
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
｣

施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
サ
イ
ン
六
ヵ
所
、
案
内
マ

ッ
プ
看
板
一
一
ヵ
所
、
誘
導
の
た
め

の
矢
印
看
板
を
四
九
ヵ
所
設
置
し
、

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
レ
ベ

ル
の
高
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
観
光
で
来
ら
れ
た
方
で

も
気
軽
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め

る
よ
う
に
、
サ
イ
ク
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
設
置
し
、

春
か
ら
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

特
に
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

◆
ぐ
る
っ
と
浜
名
湖
ツ
ー
リ
ズ
ム
-
'

『チ
ャ
リ
･
班
･
浜
名
湖
豊
』
の

開
催

豊
か
な
自
然
や
観
光
資
源
な
ど
の

浜
名
湖
の
魅
力
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
毎
年
三
月
に
浜
名
湖

周
遊
自
転
車
道
を
利
用
し
た
サ
イ
ク

ル
イ
ベ
ン
ト

｢ぐ
る
っ
と
浜
名
湖
ツ

ー
リ
ズ
ム
!

『チ
ャ
リ

･
蹄
･
浜
名

湖
=
豊
｣
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

年
で
六
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

競
技
志
向
で
は
な
い

｢浜
名
湖
を
楽

し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
走
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
｣
と
し
て
、
全
国
的
に

人
気
の
あ
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

浜
名
湖
周
遊
自
転
車
道
を
最
大
限

活
用
し
た
約
八
三
蹴
で
浜
名
湖
を
一

周
す
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス
と
約
三

八
鬮
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
の
二
コ

ー
ス
を
設
定
し
、
本
格
的
な
サ
イ
ク

リ
ス
ト
か
ら
家
族
単
位
で
の
参
加
者
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写真4 ぐるっと浜名湖ツーリズム !
チ リ ･ D E『チャリ ･ D E ･浜名湖期

ま
で
の
幅
広
い
層
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
や
関
係
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
沿
道
で
の
声
援
や
休

憩
ポ
イ
ン
ト
で
の

｢お
も
て
な
し
｣

が
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
か
ら
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
、
主
催
者
側
と
し
て

｢お
も
て
な

し
の
心
｣
を
大
切
に
、
参
加
さ
れ
る

方
々
が
よ
り
一
層
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
、
大
会

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

(写
真
4
)。

◆

『日
本
風
景
街
道
』
へ
の
取
組
み

今
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
主
体

に
加
え
、
新
た
に
国
、
県
、
市
の
道

路
管
理
者
を
加
え

｢浜
名
湖
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
連
絡

会
｣
を
立
ち
上
げ
、
｢浜
名
湖
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
｣
が

｢日
本
風
景

街
道
｣
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

｢浜
名
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
｣

は
、
浜
名
湖
を
周
遊
す
る
、
国
道
一

号
、
国
道
三
〇
百
万
、
県
道
舘
山
寺

弁
天
島
線
、
浜
名
湖
周
遊
自
転
車
道

で
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
風
景
街
道
の
一
つ
と
し
て
、

浜
名
湖
周
遊
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
風
景

(沿
道
)
価
値
を
再
認
識
し

浜
名
湖
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
な
ど
と
の
協
働
に

よ
り
、
景
観
や
資
源
の
魅
力
向
上
へ

の
取
組
み
を
推
進
し
、
地
域
活
性
化

や
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
｢ぐ
る
っ
と
浜
名
湖
ツ
ー
リ
ズ

ム
!

『チ
ャ
リ
･
邱
･
浜
名
湖
"
≦
｣

の
開
催
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

既
存
の
鉄
道
や
遊
覧
船
、
バ
ス
な
ど

の
交
通
手
段
や
、
浜
名
湖
の
様
々
な

観
光
資
源
、
産
業
資
源
な
ど
と
、

｢道
｣
,
｢自
転
車
｣
を
切
り
口
に

連
携
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
情

報
交
換
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
で
は
、
市
域
内
の
一

部
未
整
備
が
あ
る
浜
名
湖
周
遊
自
転

車
道
の
全
整
備
延
長
約
五
○
如
の

｢浜
名
湖
周
遊
自
転
車
道
の
整
備
計

画
｣
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、
今

年
度
、
市
民
に
対
し
て
浜
名
湖
周
遊

自
転
車
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ

凝
議

-
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
o

嘉
賞

こ
れ
ら
の
取
組
み
も
連
絡
会

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
中

で
し
っ
か
り
連
携
し
て
い
き

麺
ぶ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浜
名
湖
を
中
心
と
し
た
活

動
は
、
環
境
、
観
光
、
産
業

な
ど
様
々
な
分
野
で
活
性
化

に
向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ

脳

琺

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
、
整
備
し
て
き
た
サ
イ

ク
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を

図
り
、
分
野
を
越
え
た
活
動
主
体
で

あ
る
地
域
住
民
･
N
P
O
法
人
、
企

業
な
ど
と
連
携
し
て

｢浜
名
湖
｣
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

是
非
、
皆
様
も

｢魅
力
あ
ふ
れ
る

浜
名
湖
へ
｣
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
思
う
存
分
、

｢浜
松

･
浜
名
湖
｣
を
感
じ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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て
ん

も
ん

か
ん

鹿
児
島
市

｢天
文
饒
中
央
地
区
通
り
名
･

位
置
番
号
に
よ
る
道
案
内
シ
ス
テ
ム
社
会
実
験
｣

鹿
児
島
市
中
央
地
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

.

社
会
実
験
の
概
要

-
天
文
館
地
区
の
現
状
と
課
題

鹿
児
島
市
の
中
央
地
区
で
商
店
街
を
有
す
る
地
域
は
、

古
く
か
ら

｢天
文
館
｣
の
名
で
親
し
ま
れ
、
南
九
州
随
一

の
商
業

･
飲
食

･
娯
楽
施
設
エ
リ
ア
と
し
て
、
今
日
ま
で

確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
高
度
化

･
多
様
化
に
加
え
、
九
州
新
幹
線
の

部
分
開
業
に
よ
る
他
県
･
他
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

や
郊
外
大
型
店
舗
に
進
出
に
よ
り
、
現
状
は
そ
の
優
位
性

が
揺
ら
い
で
お
り
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
商
業
者
が
一
体

と
な
っ
て

｢来
街
者
に
優
し
い
街
づ
く
り
｣
を
目
指
し
、

商
店
街
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
来
街
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
消
費
者
懇
談
会
な
ど

で
は
、
街
中
の
サ
イ
ン

(案
内
板
)
や
案
内
所
の
不
足
、

あ
る
い
は
散
策
し
や
す
い
雰
囲
気
の
欠
如
等
、
機
能
不
足

を
指
摘
す
る
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
来
街
者
ニ
ー
ズ
を
充

分
に
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
目
的
地
を
特
定
し

や
す
い
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
効
率
の
良
い
情
報
発

信
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
実
験
の
目
的
や
ね
ら
い

今
回
の
実
験
は
、
既
存
の
通
り
名
と
位
置
番
号
に
よ
る

道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
住
所

表
示
で
あ
る

｢街
区
方
式
｣
で
な
く
、
欧
米
の

｢道
路
方

式
｣
に
よ
る
住
居
表
示
の
効
果
や
影
響
を
確
認
し
、
道
路

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
有
効
性
を
検
証
す
る

も
の
で
あ
る
。
マ
ッ
プ
の
作
成
、
タ
ウ
ン
誌
等
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
周
知
を
図
り
、
ま
た
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
、各
種
情
報
と
リ
ン
ク
し
て
情
報
提
供
を
行
い
、

本
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
来
街
者
･
商
店
街
等
の
七
割
の

認
知
度
を
目
指
す
。

今
回
の
実
験
地
区
は
夜
間
の
交
通
量
も
多
い
繁
華
街
で

あ
る
た
め
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

(L
E
D
)
を
活
用
し
た

通
り
名
看
板
、
標
柱
及
び
路
面
表
示
を
設
置
し
、
誘
導
性

の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
平
成
一
九
年
度
に
市

･
警
察
と

8

共
同
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る

｢青
色
防
犯
灯
犯
罪
抑
止

2セ

色
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
っ
た
く
り
や
窃
盗
、
わ
い
せ

道

つ
行
為
な
ど
道
路
上
で
の
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
効
果
機
能
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図 1 社会実験対象地域 (事業実施地域 門 商店街)

を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

3
実
験
概
要

の
実
験
実
施
地
区

(図
1
)

　

　

　

鹿
児
島
市
天
文
館
地
区

(国
道
二
二
五
号
沿
い
、

行道 2008,1 57

そ
の
他
)

②
実
験
期
間

平
成
一
八
年
=
一月
二
三
日

(土
)
~
平
成
一
九

年
二
月
一
人
日

(日
)
!
計
五
人
日
間

③

実
験
名
称

｢通
り
名

･
位
置
番
号
に
よ
る
道
案
内
シ
ス
テ
ム
｣

社
会
実
験

④
具
体
的
な
取
組
み

①
表
示
及
び
側
面
表
示

通
り
の
起
終
点
、
中
間
点
等
で
、
通
り
名

･
位

置
番
号
を
表
示
す
る
。

1

位
置
番
号
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー

(写
真
1
)

2

ア
ー
ケ
ー
ド
柱
取
付
け
L
E
D
看
板

(写
真

2
)

3

自
立
式
路
上
L
E
D
看
板

(写
真
3
)

4

路
面
表
示

(写
真
4
)

②
シ
ス
テ
ム
の
周
知

通
り
名
を
表
示
し
た
マ
ッ
プ
作
成
(図
2
)
や
、

タ
ウ
ン
誌
等
と
の
連
携
で

｢通
り
名
に
よ
る
道
案

内
シ
ス
テ
ム
｣
の
周
知
を
図
る
。

1

道
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成



写真 2 自立式路上L E D 看板 写真 1 路面表示

写真 4 位置番号表示ステッカー 写真 3 アーケード柱取け L E D 看板
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図 2 看板位置が記載されたパンフレット
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2

タ
ウ
ン
誌
等
と
の
連
携

③
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

情
報
端
末
や
エ
ス
コ
ー
タ
ー

ズ
を
配
置
し
た
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
す
る

(図
3
、
写

真
5
)0

3

情
報
端
末

4

エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ

④
通
り
名
看
板
の
夜
間
点
灯

夜
間
の
来
街
者
の
安
全
性
と

利
便
性
を
促
進
す
る
た
め
、
通

り
側
面
に
表
示
し
た
通
り
名
看

板
に
点
灯
機
能
を
付
加
し
、
夜

間
に
点
灯
す
る
。

二

社
会
実
験
の
ま
と
め

社
会
実
験
に
対
す
る
評
価

①
新
し
い
道
案
内
コ
ン
セ
プ
ト

(道
路
方
式
)
の
有
効
性

"
取
組
み
の
効
果
に
対
し
て
、
来
街

者
や
商
店
主
か
ら
の
評
価
は
高

い
。

◆
新
し
い
位
置
表
示
方
式

(通
り
名

+
#

番
号
)
を
使
っ
た
新
た
な

道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
が
確

認
で
き
た
。

◆
今
後
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
媒
体
を
活
用

し
た
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
広
報
が
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
も
役
立
つ
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。

･
今
回
以
上
の
広
報
活
動
を
要
望
す
る
意
見
が
出
る

な
ど
、新
し
い
道
案
内
シ
ス
テ
ム
は
支
持
さ
れ
た
。

･
今
後
デ
ジ
タ
ル
媒
体
、
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
、
両
方
を

使
っ
て
の
広
報
展
開
が
検
討
さ
れ
た
。

･
｢県
外
か
ら
の
人
に
い
い
｣
な
ど
、
観
光
客
を
意

識
し
た
意
見
も
出
た
。

･
｢素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
｣
｢
お
店
の
中
に
置
い

て
ほ
し
い
｣
｢情
報
端
末
機
は
す
ご
い
｣
な
ど
、

ほ
ぼ
全
て
の
年
代
の
男
女
か
ら
支
持
を
受
け
た
。

･
｢バ
ス
乗
り
場
案
内
に
、
観
光
地
に
情
報
端
末
が

あ
れ
ば
良
い
｣
｢増
や
し
て
ほ
し
い
｣
｢
コ
ン
ビ
ニ

と
か
に
ほ
し
い
｣
な
ど
、
端
末
追
加
の
要
望
も
多

か
っ
た
。

･
情
報
端
末
の
画
面
に
Q
R
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ 写真5 情報端末
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と
で
携
帯
電
話
を
使
っ
た
道
案
内
~
お
店
案
内
へ

の
展
開
な
ど
、
情
報
端
末
の
発
展
的
な
開
発
も
要

望
と
し
て
出
さ
れ
た
。

②
新
し
い
道
案
内
コ
ン
セ
プ
ト

(道
路
方
式
)
の
問
題
点

◆
新
し
い
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
今
後
継
続
す
る
に
は
、

広
報
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

◆
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
設
置
物
の
配
置
場
所
は
、
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
夜
間
対
策
の
表
示
方
法
を
、再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
情
報
端
末
は
、
そ
の
操
作
方
法
や
利
便
性
を
わ
か
り

や
す
く
告
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

･
い
た
ず
ら
を
予
防
す
る
意
図
か
ら
目
線
の
高
い
位

置
に
設
置
し
た
が
、
四
〇
代
以
上
に

｢人
の
目
線

の
高
さ
｣
｢大
き
く
す
る
｣
な
ど
の
意
見
が
多
か

っ
た
。

･
ま
た

｢道
の
名
前
が
覚
え
に
く
い
｣
｢町
名
も
入

れ
る
と
分
か
り
や
す
い
｣
な
ど
、
｢通
り
名
も
P

R
す
る
｣
必
要
性
を
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

･
夜
間
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
見
え
に
く
い
と
い
っ
た
理

由
か
ら
か
、
六
八
%
の
人
が
夜
間
の
表
示
方
法
を

変
え
た
方
が
良
い
と
回
答
し
た
。

･
｢使
い
方
の
説
明
が
ほ
し
い
｣
｢何
の
機
械
か
分
か

ら
な
い
｣
｢老
人
に
も
使
い
や
す
く
｣
な
ど
、
操
作

方
法
の
案
内
不
備
に
対
す
る
指
摘
が
あ
っ
た
。

三

今
後
の
取
組
み
方
針

1

｢通
り
名
と
位
置
番
号
に
よ
る
道
案
内
シ
ス
テ
ム
｣

社
会
実
験
の
継
続
実
施

◆

｢通
り
名
+
#
番
号
｣
に
よ
る
新
し
い
道
案
内
シ
ス

テ
ム
に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の

運
営
委
員
会
を
軸
に
体
制
を
強
化
し
、
引
き
続
き
今

回
の
事
業
の
継
続
を
実
施
す
る
。

･
今
回
の
設
置
物
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
事

業
を
継
続
す
る
。

･
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
を

図
り
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
広
報
活
動
を
強
化
す

る
。
そ
の
た
め
収
益
創
出
と
収
益
還
元
の
し
く
み

を
構
築
し
、
事
業
の
継
続
を
図
る
。

･
来
街
者
や
商
店
街
関
係
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
新
し
い
試
み
へ
の
評
価
は
高
い
が
、

ス
テ
ッ
カ
ー
の
取
付
け
位
置
が
高
い
と
の
意
見

や
、
ア
ー
ケ
ー
ド
柱
に
取
付
け
た
L
E
D
看
板
の

透
明
性
が
昼
間
に
わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
意
見
が

出
た
こ
と
か
ら
、
設
置
物
の
設
置
方
法
･
場
所
を

再
検
討
す
る
。

2

収
益
創
出
と
収
益
還
元
の
し
く
み
づ
く
り

◆
収
益
を
見
込
め
る
事
業
を
企
画
し
、
今
回
の
新
し
い

道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
啓
発
と
、
そ
の
還
元
さ
れ
た
収

益
を
使
っ
た
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
設
備
強
化
や
情
報

発
信
の
強
化
な
ど
活
性
化
を
図
れ
る
し
く
み
づ
く
り

を
構
築
す
る
。

･
今
後

｢通
り
名
+#
番
号
｣
と

｢デ
ジ
タ
ル
端
末
｣

と
の
連
動
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
｢デ
ジ
タ
ル
情
報
｣

も
活
用
し
て
街
の
活
性
化
に
役
立
て
る
。

,
｢天
文
館
マ
ガ
ジ
ン
｣
や

｢
マ
ッ
プ
事
業
｣
な
ど

紙
媒
体
を
使
っ
た
情
報
発
信
も
新
規
事
業
と
し
て

立
ち
上
げ
収
益
を
図
る
。

･
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
両
方
の
媒
体
を
連
動
さ

せ
、
機
動
性
あ
る
情
報
発
信
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
。

･
携
帯
し
や
す
い
マ
ッ
プ
な
ど
、
市
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
媒
体
の
研
究
を
図
る
。

･
お
店
情
報
を
特
定
で
き
る
Q
R
コ
ー
ド

(二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
)
の
活
用
を
企
画
し
、
デ
ジ
タ
ル
端

末
と
消
費
者
が
持
っ
て
い
る
携
帯
電
話
を
つ
な
い

で
、
地
域
の
情
報
発
信
を
図
る
。

･
現
在
オ
フ
ラ
イ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
端
末
と
掲
載
コ
ン

テ
ン
ツ
や
シ
ス
テ
ム
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
情
報
発
信
を
図
る
o

･
上
記
は
で
き
る
だ
け
収
益
事
業
と
し
て
企
画
し
、

そ
の
収
入
で
事
業
の
維
持
が
で
き
る
よ
う
研
究
す

る
。
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